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　神が眠っている間、世界は争乱に巻き込まれる








◆◆◆






　丘の中腹を、白い花を咲かせた背の低い草が覆おおい尽つくしていた。どこまでも続く白と緑の世界を、自由に飛び回っているのは蜜みつ蜂ばちだ。太陽が中天にかかっている午後の一番暖かな時間、蜜蜂には羽を休めている暇ひまなどない。

　ジジシッと羽音をたてて飛んでいた蜜蜂は、次の瞬間、自分の身に何が起こったのか、気付くこともなく花の上に落ちた。

　黒と黄色の鮮あざやかな色をした胴体が、真っ二つになっていた。

「神が守りし王国、ウラルか……」

　蜜蜂を葬ほうむったのは、鏡のように磨みがき込こまれた剣を手にした男だ。剣と同じくらいの見事な銀髪の男は、丘のはるか先の山の中腹に聳そびえる王城を見つめていた。

　男の背後には、数人の武装した兵士が付き従っている。その数は徐々に増え、いつか白い花で覆われた丘を、甲かつ冑ちゆうの鈍にび色いろに変えていた。

「神は不在だ。とうにウラルを見捨てた」

　銀髪の男は不敵に笑う。そして剣を一振りして、今度は花を散らせた。








◆◆◆






　世界が少しずつ豊かになり、王族が民を支配する時代となった。ウラル暦五百八十三年。国名ともなったウラル神を祭る小国は、大きな災厄に見舞われることもなく栄えていた。

　ソムリヤ王の子供は双子で、王子と王女。

　兄はアレン。妹はシーナ。二人とも、蜂蜜色の美しい髪をしていて、幼い頃は顔立ちもそっくりだった。

　それが少しずつ違いが出てきたのは、十四歳を過ぎた頃からだろうか。アレンの瞳は海を思わせる深い青で、シーナの瞳は森を思い出させる緑。それだけが二人の違いだったのに、アレンは背が高くなり、体つきも男らしくなってきた。

「脇が甘い。そんなにのんびりと剣を振り回してると、虻あぶがとまるぞ」

　王宮の中庭で、兄妹は今日も剣を交える。幼い頃からしてきたことだ。二人の腕は互角のように見えたが、実際はアレンがシーナに合わせているのかもしれない。

「アレン、手加減なんてしないで。私を侮ぶ辱じよくしてるの？」

「同じ顔だから、傷をつけたくない」

「つけられるものならつけてみなさい。同じところにつけてあげるから」

　神殿に描かれた、天界の人々のような美び貌ぼうを持つ兄妹だった。二人の部屋に鏡はいらない。お互いを見ていればいい。ソムリヤ王はそう言って、幼い二人をからかっていたものだ。
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「姫様……お願いですから、そろそろそんな危ない遊びはおやめになってくださいませ」

　乳う母ばのカンナは、毎日同じ言葉をシーナに向かって繰り返す。けれどシーナは、兄との剣の稽けい古こを決してやめなかった。

　貴族の子女は、十二歳になれば許いい嫁なずけがいて普通だ。そして十五歳で婚姻を結ぶ。

　なのにシーナは十七歳になったというのに、兄と同じ男物の衣服を身に纏まとい、剣の稽古や狩りに明け暮れている。

「もういい。ミトリと代わってくれ」

　アレンは剣を下ろして、傍かたわらでずっと二人を見守っていた長身の若者に顔を向けた。

「姫様。あちらにいる母のところへどうぞ」

「どうして。まだ動ける。ミトリ、もう少し待ってて」

「王子が疲れますから」

　ミトリに言われて、シーナは荒々しい足取りでカンナのいる長椅子に近づき、ため息をつきながらその横に座った。

「おもしろくない。もっとやりたいのに」

「また姫様ったら、恐ろしいことを」

　カンナは呆れながらも、シーナの額ひたいの汗を拭ぬぐってやった。

　ミトリはカンナの息子で、アレンとシーナにとっては乳兄弟だ。王妃は二人の子供に同時に乳を与えることはできなくて、同じ頃に子供を産んでいたカンナを乳母として雇やとった。

　二人より半年だけ年上のミトリは、兄妹同然に育ったというのに、臣下としての礼を崩すことはない。

　シーナは悔くやしいのだ。ミトリは何でもアレンと同じようにできる。もしかしたら剣の腕も、狩りの腕もアレンより上かもしれない。だからアレンは何でもミトリとやりたがる。もうシーナだけを相手にしてはくれないのだ。

「竪たて琴ごとを奏かなでたら、姫様のほうがずっとお上手ですよ」

「カンナ、そんな慰なぐさめを言っても無む駄だよ。本当は私に、着替えてさっさと城に戻りなさいって言いたいんでしょ」

「はい、そのとおりでございます。こんなことなら、私も姫様のお相手ができるような娘を産んでおくべきでしたわ」

「ずるずると長いドレスを着て、一日中座って、刺し繡しゆうをするか竪琴を弾いていろって言うの。そうね。それが一番、王女にはふさわしいんでしょうけど」

　汚れた手を見ながら、シーナはまたもやため息をついた。

「姫様の年頃でしたら、もう御み子このお一人も産んでいておかしくありませんよ」

　十六歳でミトリを産んだカンナに言われて、シーナは眉を寄せた。

「でもハッシュウィルには行きたくない」

「それは……」

　カンナもその国の名前が出た途端に、顔を伏せていた。

　シーナとアレンが十四歳の誕生日を迎えた時、隣国のハッシュウィルから三人の王子が祝宴に訪れた。

　その時、シーナに三人が求婚したのだ。

　隣国の王には、何人も妻がいるという。そのため三人の王子は母親がそれぞれ違い、見た目も全く似たところがない。

　長男のハイルは、銀髪のぞっとするほどの美男だったが、次男のラスタは赤毛の太った大男だった。三番目の王子のイシカは、二人の肩くらいしか背がない瘦やせた王子で、やたら咳せきばかりしていた。

　外見だけだったらハイルが秀ひいでているが、冷酷そうで嫌だ。顔が美しくても、その表情に人間味が全く感じられない。

　ラスタは頭が悪そうで、粗そ野やな印象しかなかった。イシカは最初から夫として考えられなかったから、三人の未婚の王子を前にして、シーナは返事に困った。

　特に熱心に自分を売り込んだのがラスタだ。彼はシーナの強さなど知らないから、近隣諸国でも評判になっている、天使のような美しさに強く惹ひかれたのだろう。言葉の端々に、そんな浮ついた称しよう賛さんがちらついていた。

　二人はラスタの気持ちを尊重して、自分達は身を引くと言った。いかにも麗うるわしい兄弟愛のように思えるが、最初からラスタの望みを叶かなえるために、わざわざ出向いてきたのかもしれない。

　求婚の儀式として、断っても断わられても、手へのキスは受けないといけない。

　それぞれが近づいてきて、絹の手袋を外はずしたシーナの手に唇を押しつける。

　ハイルの唇は死人のように冷たい。

　イシカはキスするのにも、咳を止めないといけないほどだった。

　そして最後に近づいてきたラスタの体からは、獣けものと血のにおいがした。

　まるで今、狩りから帰ったばかりのようだ。

　自分も狩りを愉たのしむが、求婚の儀式にまで獣のにおいを持ち込むとは失礼だ。もしかしたらこの城に向かう途中で、何かを殺してきたかもしれない。

　そう思うとぞっとして、シーナは何があってもラスタの求婚だけは受けたくないと思った。

「両国の平和を願っての婚姻なんて、あんなの噓うそだわ。ハッシュウィルの王族が、どんなに冷酷非道かはみんな知っている」

　シーナはカンナの手を握って言った。実の母親よりも、乳母のカンナと一緒にいる時間のほうが長い。そのため心を開いて、何でも打ち明けられた。

「アレンも言ってる。ハッシュウィルは、攻め込むよりも簡単にこの国を手に入れる方法として、私との婚姻を思いついたんだって」

「ですが、あの時の第二王子の熱の入りようは、やはり姫様に余程のご執着だったと思えましたよ」

「言わないで。思い出しただけでぞっとするから」

　シーナはミトリと激しく剣を交わしている、アレンの姿をじっと見つめた。

　鏡は歳を追うごとに歪ゆがんでいく。

　最初は同じ頭身で映っていたのに、今は微妙に違ってしまった。

　背も、体つきも、そして同じだったはずの顔までも。

　シーナの頰ほおはふっくらと丸いままだ。胸も豊かに盛り上がり、どんなに走っても太ふと股ももは柔らかい。

　なのにアレンの頰は削そげて、引きしまった顔つきになり、首筋が太くなっている。腕も足も、筋肉でごつごつとしてきて、肩は大きく張っていた。

　魂たましいが、ゆっくりと二つに引き裂かれていくようだ。

　初めは一つだったものが、分けられようとしている。

　だがシーナにとって、兄と離されるのは何よりも辛つらいことだった。

　どんな求婚者がきても、アレンより優すぐれているとはとても思えない。外見だけでも比べようがないほど美しいのに、アレンには英知と慈いつくしみの心がある。

　いずれはアレンだって妻を娶めとる。どんなにシーナがアレンを愛しても、それは兄妹の愛でしかないのだ。

「姫様、そろそろお召し替えを。公爵夫人と詩の朗読をなさいませんと」

「わかった。でもその前に、神殿に行ってくる」

「また願い事ですか」

「そうよ。人間は欲深い生き物だから、毎日願い事をしても足りないものなの」

　シーナが立ち上がっても、アレンは振り向くこともしない。自分の相手としてふさわしい、力強いミトリと共に剣の稽古に励はげんでいる。

　それでも十歳までは、アレンが私に負けることだってよくあったんだと、シーナは置いていかれた寂しさを自ら慰めた。








◆◆◆






　神殿は城の左手にあった。式典や祭事に使われる時以外は、神官か王族以外は入れないようになっている。

　シーナは神官の一人に挨あい拶さつして鍵を開けてもらい、神殿の中に入っていった。

　天井には大きな円窓があって、そこから午後の陽ひが射し込んでいた。神殿の壁面に描かれた太古の神話は、陽を受けて鮮あざやかに浮き上がって見える。

「ウラル神……」

　壁面を見ているシーナの顔は、みるみる穏やかなものに変わっていった。

　有史以前、西方の空より訪れた神は、人々を苦しめていた疫えき病びようをなくし、麦を植え、羊を養い、蜂蜜を採る方法を教えた。

　三百年の時が経ち、ウラルの人々が豊かになると、神は新たに強い鉄の作り方を教えた。そして川を治める方法と、山を切り開いて道を造る方法を教えた。

　そして神は、永い眠りについた。

　今もこの神殿の奥深くで眠っている。

　銀色の球体の中で。

　祭壇の中央に祭られているのが、その球体だ。どんな技術を用いたのか、完全な球体をしている。継ぎ目もないただの銀の塊かたまりのように見えるが、中が空洞なのはその意外な軽さからわかった。

「ウラル神……あなたの民であり、ソムリヤ王の王女、シーナです。また願い事をしたら、聞き届けていただけますか？　それとも毎日のことだから、呆あきれてしまって聞いてくれないかしら」

　シーナは祭壇の前で跪ひざまずき、両手を顔の前で組んで、敬けい虔けんな面おも持もちでひたすら祈る。

　まずは国の平和が続き、国民が疫病に悩まされることもなく、豊かな収穫があることを願った。

　続けて両親と兄が、いつまでも健康であるように願おうとしたら、轟ごう音おんが響いてシーナは閉じていた目を開いた。

「何？」

　この国は数百年、地震に見舞われたことがない。もしかしたらその地震というものかと、シーナは急いで神殿の扉を開いて外に出ようとした。すると神官が走り寄ってきて、シーナの腕を引いた。

「姫様、外に出てはなりません。地下の通路を通って王宮に」

「何があったの」

「火玉が飛んでまいりました。城壁が……」

　その時、またもや轟音が鳴り響き、神殿が激しく揺れた。そのせいで祭壇に祭られていたご神体の球が転がり落ちる。

「何てことだっ」

　神官は慌あわてて駆け寄り、球を拾い上げた。

「神殿では何の防御もできません。姫様、さっ、お急ぎください」

　年老いた神官は、球を抱えながらよろよろと走った。

「私が持つから」

　シーナは神官の手から球を受け取った。神官は地下通路への扉を開くと、何か気に掛かる様子で轟音が鳴り響く外の様子を窺うかがった。

「私は後からまいります。火の手が上がると、古文書の類たぐいに燃え移るかもしれません」

「手伝うわ」

「いえ、それよりご神体を王宮の安全な場所へ。その中では、ウラル神がまだ眠っておいでです。天空より迎えがあるまで、何があってもウラル神を守らねば」

「わかった。でも無理をしないで。古文書より、あなたの体のほうが大切よ」

　シーナは老いた神官の身を案じて、そっと手を握った。

「お優しい姫様。こんな老いた身をご案じなさるか」

　神官は目元を潤うるませながら、シーナを地下通路へと急がせた。

　通路の入り口には、神の火と呼ばれている、決して消えることのない不思議なランプが置かれていた。それを手にしてシーナは、王宮へとひた走った。

「いったい何があったの。この国が攻められる理由なんて、何もないのに」

　唯一思い浮かぶのは、隣国ハッシュウィルだ。婚姻によって同盟国になろうとしたが失敗し、ついには武力による支配を考えたのだろうか。

　争乱の絶えないハッシュウィルならありえる。現国王は貪どん欲よくで、近隣諸国をすべて自分の支配下に置こうと目もく論ろんでいる節が見られた。

「アレンはどうしたかな」

　迷路のような地下通路を抜けて、やっと王宮の庭園内にある出口にたどり着いた。扉を開いた途端に、シーナは辺りに立ちこめる硝煙と物が燃えるにおいに眉を顰ひそめた。

「ひどいことを……」

　美しいウラルの王宮が、こんな辱はずかしめを受けたのは初めてだ。シーナの記憶にあるだけでなく、近年の歴史でも自然の災害でさえ、ここまで破壊された記録はない。

　シーナは呆然として、炎に巻かれて逃げまどう人々の様子を見ていた。

「女と子供は、西の城門へっ」

　その時、はっきりととおる声が、爆音に負けないほど大きく響いた。

　振り向くとアレンが、甲冑を身に纏まといながら叫んでいる。

「西だ。西に行け。衛兵が警護する。城門への橋を上げるから、急いで城内を出ろ」

　シーナは声を頼りに、急いでアレンの側に駆け寄った。

「アレン、何があったの」

「ハッシュウィルの無敗軍団だ。シーナ、今すぐに女達と逃げろ」

　ミトリに手伝わせて、甲冑を着け終わったアレンは、厳しい表情で言った。

「いやよ。私も残って戦う」

「勝手なことを言うな。無敗軍団の恐ろしさを知らないのかっ」

　苛いら立だったアレンは、シーナの腕を摑んで無理に衛兵の一人に押しつけようとした。

「私にも甲冑と剣を」

　だがシーナはその手を払いのけ、走り回る従者の一人を捕まえて叫んでいた。

「無理だ。女達と行け」

「私は王族よ。みんなと一緒に戦うわ」

「行けと言ってるのに……シーナ、何を持ってるんだ」

　アレンはシーナが大事そうに抱えているものに、その時初めて気がついた。

「神殿から持ってきたの」

「そんなもの持って戦えるはずがない。ここはいいから、王のところに行ってろ」

「わかった」

　甲冑姿のアレンは凜り々りしい。次代の王らしく、兵を指揮して戦っている。なのに自分は女だというだけで、共に戦うこともできないのだ。

「姫様、甲冑と剣を用意いたしました」

　従者はシーナの後を走りながら叫んでいた。

「王の間で着替える」

　共に戦えない苛立ちを胸に、シーナは足早に王の間に急いだ。

「お父様っ！」

　父のソムリヤ王は、従者に手伝わせて甲冑を纏っているところだった。その傍かたわらには、近隣諸国一の美女と謳うたわれた美しい王妃が、静かに控ひかえている。

　ドレス姿の母を見て、シーナは着替えずにいてよかったと思った。ドレスは女性を美しくは見せてくれるが、こんな戦乱の場面では邪魔になるばかりだ。

「シーナ、乳母が捜していましたよ」

　心配そうにする母に、シーナは安心させるためにいつもの笑顔を向けた。

「お母様、シーナがアレンに代わってお守りいたします」

「まぁ、何ということを言うの。すぐに西の城門から逃げなさい」

「なぜ、お母様まで同じことを言うの。私も王族です。城を捨てずに、最後まで戦います」

「やめなさい」

　シーナの決意を、父は悲しそうに即座に否定した。

「お父様」

「アレンとともに逃げるのだ。城を守るのは国王の役目。私にもしものことがあったら、王国を再建するのがお前達の使命だろう」

「負けるはずがありませんっ！」

　足元にご神体の球を置くと、シーナは甲冑を身に纏い始めた。

「やめなさい。すぐに西門へ急げ」

「ソムリヤ王ともあろうものが、そんな弱気なことをおっしゃるのですか」

「無敗軍団の恐ろしさを知っているからだ。十年かかってつくられた、最強の軍団を前にして、平和しか知らない我らに何ができる。ハッシュウィルは、ウラルを攻めた後、近隣すべての諸国をその手中に収めるつもりだ」

「何の交渉もなく急襲してくるような、卑怯者の国に負けたくはありません」

　シーナの決意に、母は両手で顔を覆って嘆なげいている。

「シーナ、あなたはアレンとは違うのよ。いつまでも子供ではいられません……」

　母がシーナを抱こうとした時、窓を黒い影が塞ふさいだ。

　王の間は、城の最上部に位置する。その窓からの侵入など、ありえないことだった。

「衛兵。王を守れっ」

　シーナは叫び、母を守るように剣を構えた。

　衛兵は窓から侵入者が入れないようにと、剣を手に斬りかかっていく。その体に向かって、爆薬が破裂した。

「うわーっ」

　体に穴を開けられた衛兵は、一声叫んで絶命した。

　怖い。これが死だ。

　永い間平和だった国では、病やまいや老衰だけが死をもたらす。戦って死ぬということは知っていても、どんなものかは本当に知ることはなかった。

　無惨に殺されていく兵士の姿を目まの当あたりにして、シーナの全身が震えだした。

「シーナ、逃げなさい」

　王に生涯を捧ささげた母は、こんな時でも強かった。震えるシーナの肩を強く抱いて、逆にその身を守ろうとしたのだ。

「……」

　剣の稽古をずっと続けてきた。同い年の少年達にも負けないと、自信満々の時もあった。なのにこんな肝心の時に、剣を持つ手が震えて戦えない。

　爆薬の脅威に衛兵が逃げ腰になると、窓から次々と侵入者が飛び込んできた。

　そして彼らに守られるようにして、一番最後に入ってきたのは、銀色に光る甲冑を纏った男だった。

　兜かぶとの下から、甲冑にも負けない銀色の髪が零こぼれ出ている。その姿を見た瞬間、シーナの手は冷たい唇が押しつけられた瞬間の不快感を思い出していた。

「騎士なら名乗れ。無ぶ頼らいの者ではなかろう」

　ソムリヤ王は剣を抜き、その切っ先を銀色の男に向けた。

「名乗るまでもない。覚える前に、貴殿は地獄に堕おちる」

　冷たい口調でそう言うと、銀色の男、ハッシュウィルの第一王子、ハイルは剣を抜いた。

　衛兵は次々と、黒い影のような兵士に斬り殺されていく。

　そんな中で、王は果か敢かんに戦った。

「シーナ、行きなさい。王国の再建のために、ご神体を守るのです」

「あっ……」

　母に言われて、足元にある球をシーナは拾い上げた。

「神よ、そこにいらっしゃるのなら、お力をお貸しください。王をお守りください」

　けれど願いは聞き届けられることもなく、王は圧倒的な強さを誇るハイルによって、傷だらけになっていく。

「駄目、駄目……お父様」

「逃げろ。女王とともに……」

　それがソムリヤ王の最期の言葉だった。

　甲冑の継ぎ目に、銀色の細身の剣が見事に突き刺さったのだ。

「ああっ……」

　女王は悲鳴を上げることもせず、ただ悲しげに吐息を漏らした。

「その女は生きたまま連れていけ。ラスタが執着している女だ」

　ハイルの命令で、黒い影が動きだす。シーナは咄とつ嗟さに球を足元に置き、両手で剣を構えた。

　相手は手加減してくる。致命傷を与えたくないからだ。その隙すきを狙って、シーナは怯ひるまずに斬りかかっていった。

　稽古用の剣ではない。本当に相手の肉に刃先が食い込む。その感触にぞっとしながら、シーナは戦い続けた。

「女ごときに何を手こずっている」

　苛立ったハイルは、自らシーナの前に立つと剣を構えた。

「腕の一本くらいなくなっても、ラスタは文句は言わないだろう」

　剣が翻ひるがえった瞬間、シーナとハイルの間に女王の紫色のドレスが挟まっていた。女王はシーナの腕に振り下ろされるはずだった剣を、その体で受け止めたのだ。

「お母さまっ！」

「シーナ……神を……連れて……逃げなさい」

「……いや、お母さま、いやっ、いやーっ」

　シーナの悲鳴を聞いて、ハイルは冷たく笑った。

「お前が素直に従わないからだ。鎖くさりに繫つないで飼うように、ラスタには言っておくか」

「……」

　もし生きていられたら、この日のことは一生忘れないだろう。憎しみという感情を知らずに育ったが、シーナはこの時、人を憎むということを初めて覚えた。

　思いきり睨にらんでも、それでハイルの身に何かが起きることなどない。それでもシーナは、瞳の色が変わるほど強くハイルを睨み続けた。

「シーナ！」

　その時、アレンとミトリが部屋に飛び込んでこなかったら、シーナは死を覚悟でハイルに斬りかかっていただろう。シーナより早く、アレンはその銀色の甲冑に斬りつけていた。

「神を持て。行くぞ。逃げるんだ」

「アレン、何で」

　両親の亡なき骸がらをそのままに、逃げろというのか。そんなことはシーナにはできない。

　だが二人がここで斬り殺されてしまったら、ウラル王国の正当な後継者の血筋は途絶えてしまうのだ。

　そんなことを王は望むだろうか。

　望みはしない。二人の兄妹には、生き延びてほしいと願ったからこそ、命を懸かけて助けようとしたのだ。

「急げ」

　シーナは神の球を拾い上げた。行かせまいとして襲いかかる敵の剣を、思わず神の球で受け止めてしまった。

　銀色の球体はびくともしない。傷一つつかなかった。けれどそれ以上の奇き跡せきが起きることはなかった。

　起こってしまったことを、認めないといけない。

　振り向いてはいけないのだ。

　泣くことも今は許されない。

　今のシーナにできることは、ひたすら逃げて生き延びることでしかなかった。

　アレンとミトリも、シーナを守って走りだす。

　二人を守ろうとする兵が大勢集まってきたせいで、ハイルにもシーナを奪うことはもうできなかった。
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「東の谷を抜けて、隣国のゴシュラムに向かう。ゴート王に救援を願おう」

　馬を引き出したアレンは、数人の腹心の臣下とミトリ、それにシーナという少人数で脱出を試みていた。

「城内に残っている者は、速すみやかに降伏するように伝えろ。無駄に戦って命を落とすことはない。敵前を逃亡した王族と、私がすべての誹そしりを受ける。心ある者は、後日、ウラルの旗の下に集まれ。神は我と共にあり……そう、伝えろ」

　シーナが苦労して革袋に詰め込んだご神体を見ながら、アレンは頷うなずいた。

　伝令の者が城へ戻っていく。それを合図に、アレン達を乗せた馬はいっせいに走りだした。

「シーナ、遅れるな」

「遅れるものですか」

　馬なら負けない。シーナは巧たくみに手た綱づなを繰り、足で馬の腹を蹴けって急がせる。

「王子、追撃隊が出ました」

　一番後ろを走っていた臣下が叫んだ。

「構うな。先を急げ」

　アレンの命令で、馬はさらに足を速めた。

　けれどさすがハッシュウィルの無敗軍団だけのことはある。徐々にその距離は狭せばまってきて、最初の矢が最後尾を走る臣下を襲った。

「急げ。谷に入れば、矢も撃てない」

　目の前には、隣ゴシユ国ラムとの国境になっているゾエラ山が聳そびえていた。その谷は深く、馬一頭がやっと通れるような細い道しかない。

　王族は危険を覚悟で、その山道を行く訓練を幼少より受けていた。平和な国だったが、先人達はいつかこんな日がくることを予想していたのか、王族を生き延びさせる知恵を授けたのだ。

　谷に入ると、わずかずつだが敵との距離が開き始めた。ハッシュウィルの無敗軍団とはいえ、慣れない山道には手こずっているのだ。

「ミトリ、ゴート王は我々を快く迎えてくれるだろうか」

　前を行くアレンは、ミトリを振り返って訊きいている。

「わかりません。ほとんど国交のない国です。先王の葬儀の時に、陛下とお后きさきが訪問された以外は、大使の交流しかありません」

「すでにハッシュウィルの元に下っていたら……」

　苦労してたどり着いても、そこで虜りよ囚しゆうとなり、ハッシュウィルに引き渡されるか処刑されてしまったら、何の意味もなくなってしまう。

「ゴート王は十八歳で王位に就ついた。私と同じような年に王になったが、国は豊かで、良い政を行っているとの噂うわさだが」

　馬を走らせるのは危険だ。早足で行かせるのが精いっぱいだった。アレンは慣れた様子で先導していたが、その頭上を光るものが掠かすめた。

「あそこから矢を放ったか」

　はるか下方に、黒い塊となって見えるのが追っ手だ。その中から放たれた矢は、続けてアレンの目の前に落ちた。

「火矢……」

　ただの火矢ではない。爆薬を結びつけた火矢だった。

「下がれっ！」

　一瞬の爆発が、頑強な山肌を鋭するどくえぐった。その衝撃で、アレンは馬ごと谷底に落ちていった。

「アレンッ！」

　シーナは馬を下り、急いでその後を追おうとした。深い木々の枝が、広がっている。もしかしたら枝に引っかかって、命は助かったかもしれない。

「アレ――ンッ」

　そのまま谷底に下りようとするシーナの腕を、ミトリが引いた。

「シーナ様、先に進んでください。アレン様は何があっても、私がお救いいたします」

「行けない。アレンを置いてなんて行けないっ」

「ウラルの旗の下に、集まる時が必ずくると信じている騎士がおります。このままシーナ様まで命を落とされたら、誰がご神体を守り、国を再興するのですか」

「いやっ、いやーっ」

　はるか下方にいるアレンが、生きているのか死んでいるのかもわからない。だが自分の半身ともいえるアレンを、このまま見捨てては行けなかった。

　そうしているうちに、続けて火矢が放たれ、山は無気味な響きを上げ始めた。

「姫様、山が崩れます。早く」

　臣下がシーナの体を抱え上げて、無理やり馬に乗せてしまった。

「必ず後からまいります。敵が追いつかないうちに、早く」

「ミトリ……」

　助けてもくれない神などいらない。国の再興などどうでもよかった。

　それより何より、アレンが大切だ。

　父も母も失った。そうしてさらに最愛の兄まで失えというのか。

「シーナ様。王族の務めを思い出されませ。我々も親兄弟や友人を失っております。それでも希望は捨てておりません」

　一番年上の臣下が、シーナの手を握って言った。

「わかった……再び、あなた達に会えることを願っています。神の祝福を」

　王族たるもの、その場の感情に支配されてはいけない。

　そう教えられた。

　だからシーナは、心に鎧を纏い、何も考えないようにして馬を走らせた。

　すると背後の道に、上から大きな岩が転がり落ちてきた。

「ミトリ」

　完全に道は塞がれてしまった。こうなると谷底の川に沿った道を、かなり遠回りして歩かないと、隣国の国境までたどり着けない。

　ついにシーナは、たった一人になってしまったのだ。

「あなたが本当に神なら、私を助けなさい。助けてくれたら、国を復興した時に、これまでどおり立派な祭壇を作って、毎日花を捧げてあげるわ。助けられなかったら、子供達のおもちゃにしてあげるからね。毎日蹴られて、転がされてなさい」

　革袋に包まれたご神体に、シーナは怒りをぶつけた。

　それでも神は何も答えない。深い眠りの底にいるのだろうか。
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　谷越えは、女の身にはやはり辛かった。山を下り始めた頃には、もう夕闇が忍び寄ってきて、シーナはこれからどうしようと考えることもできず、馬上でついうとうとしてしまった。すると馬は、勝手に急斜面を下り始めた。

「えっ、何？　あっ、ああっ！」

　シーナが動いたせいで、馬もそのまま下りることができなくなった。よろけた拍子に馬体を倒してしまって、そのままずるずると河原に向かって滑すべり落ちていく。

　放り出されたシーナも、ごろごろと斜面を転がり落ちた。

「あ……いたっ……」

　岩だらけの河原の手前で、やっとシーナの体は大きな岩にぶつかって止まった。

　馬はもう立ち上がり、川に入って水を飲んでいる。

「そうだった。ごめんね。水も餌えさもまだだったね」

　暗くなったら見えなくなる。その前に水と餌だと、馬は動物の本能に従ったのだ。

「ああ、いいな。ご飯がいっぱいあるもんね」

　河原の先の森に入った馬は、下草を選んで食べ始めた。

「神様、好き嫌いは二度と言いません。お豆だって、苦にが蓬よもぎだって、可か哀わい相そうなウサギ肉だって食べます。だから……私に……何か恵んでください」

　祈りながらシーナは、どうして自分は食べようとしているのだろうと考えた。

　こんな絶望の淵にいて、まともに食事ができるなんてどうかしていると思う。なのに頭の中には、おいしい食べ物のことしか浮かんでこない。

「生きなさい……神様がそう教えてる。私はもう一人じゃない。お父様、お母様、そして……もしかしたらアレンの分まで、私は生きないといけないんだ」

　だが悲しいことに、シーナは火の熾おこし方も知らなかった。うまく鳥やウサギを狩れたとしても、それを引き裂いて肉にすることもできないし、焼くこともできないのだ。

「このままじゃ死んでしまう。駄目、それだけは絶対に駄目」

　革袋に新しい水を汲くもう。それくらいはできる。そう思って馬に近づいたシーナは、その背に括くくりつけられていたご神体が入ったもう一つの革袋が消えていることに気がついた。

「ああああっ、神様を呪のろったから、罰が当たったんだ。どうしよう」

　転げ落ちた時に、鞍くらから外れたのだろう。暗くなる前に、探し出さないといけない。シーナは急いで辺りを探し始めた。

「何のために必死で逃げてきたの。ご神体を守るのが、王族の務めじゃないの。ごめんなさい、神様。二度と子供達のおもちゃにするなんて言わないから、どうか出てきてください」

　闇は徐々に広がり始めている。山肌を染めていた最後の西日も、静かに山の陰に隠れてしまった。

　時折聞こえる無気味な声は、夜に飛ぶ梟ふくろうが上げる雄お叫たけびだろうか。

「ウラル神、神様、お願い、どこにいるの。光を……」

　森に入ったシーナは、ついに革袋の切れ端を見つけた。その先に鈍にぶく光るものがある。

「あった」

　近づいたシーナは、その姿に呆ぼう然ぜんとした。

　球体は半分に割れていたのだ。

「……」

　一つを手にして中を見る。不思議な文字のようなものが、内部を埋め尽くしていた。どこかウラル文字にも似ているが、おかしな記号が続いていて、シーナにはとても読めそうにない。

「中に本当に神様がいたのかしら……」

　もう一つの半球を手にしたが、おかしな装飾がびっしりと内側を覆っていた。

「……」

　シーナは二つをくっつけて、元通りにしようとする。けれどどうやってもつかなかった。

　必死になっているシーナの背後で、ぶるるるるっと馬の嘶いななきがした。

「ごめんね。もう大丈夫だから。今夜はここで寝よう。私が獣たちから守ってあげるからね」

　優しく愛馬の鼻面を撫なでたシーナの手は、そのまま止まった。

『ポッドを壊してくれてありがとう。感謝するよ、お嬢ちゃん』

「えっ……」

『最悪なお目覚めだな。救援隊が来たのかと思ったら』

「誰!?　悪魔!?」

　シーナは馬から手を離し、剣に手を添えた。するとぶるっと馬は首を振って、また一歩、シーナに近づいてきて体をすり寄せた。

『触れてないと意志が伝わらないんだ。今はこいつに寄生してる。怖がらずに触ってくれよ』

「誰、誰なのっ。悪魔？　私を誑たぶらかすつもりっ」

『落ち着け、お嬢ちゃん。あの中に入ってたやつさ』

「噓よ……噓、神様なんかのはずがない……そんな」

　馬から手を離すと、途端に何も聞こえなくなる。けれど馬に触れていると、耳元ではなく頭の中に直接言葉が聞こえてきた。

「あなたが本当に神様だったら、どうしてウラルが襲われた時に何もしてくれなかったの!?　大勢死んだわ。私のお父様も……お母様も……」

『そりゃ気の毒だったが、何しろ、今起きたばっかりだ。そういえば今何年だ？』

「ウラル暦五百八十三年よ。神が眠りし時より三百年、ウラルの暦が記されるとあったけど」

『ってことは……八百年も眠ってたのか。ポッドが壊れなかったのはありがたいが、救援が来なかったってことは……見捨てられたかな』

　馬とも思えぬ人間らしい動きが見えたので、シーナは不思議な気持ちがしてじっと見つめた。

　王宮の厩きゆう舎しやにいた馬だ。小柄なシーナを乗せるからと、一番小さな馬が与えられた。名前も与えていない馬なのに、にわかにその存在が大切なものに思えてきた。

　何よりも心を通わせる相手が欲しかった。姿は馬でも、心には人と同じものがある。

『お嬢ちゃん、疲れただろう。柔らかい草地で座ったほうがいい』

「待って。あなたのこと、何て呼んだらいいの」

『ウラル……君達の言語能力で発音するには、それが一番近い。俺には生あい憎にくと言葉を直接使う能力がなくてね』

　ウラルは先に歩いていって、草地にシーナを案内した。

　足を折り蹲うずくまったウラルに、シーナは寄り添う。その温もりが、疲れ切った体に心地よかった。

「ウラル、お腹が空すいたんだけど」

『草でも食えば』

「私は馬じゃないもの」

『冗談だよ。まいったな。この動物は、お嬢ちゃんの食べられるものを穫とるには向いてない』

「私、お嬢ちゃんじゃないわ。シーナ……ウラル国、ソムリヤ王の第一王女……シーナ・ウルナイ・ハングリヤ・イザベヤーニ。それが正しい名前」

　いや、今はそんな名前に何の意味もない。名乗ったところで、ウラル国の王族の権威などどこにも通用しなくなったのだ。

「国がひどいことになって……」

『ああ、話さなくていい。シーナの考えていることは読めるから。わざわざ思い出して、心を傷つけることはないんだ』

「……ありがとう……」

　泣いてはいけない。泣いたら何もかもに負けてしまったことになると、シーナは必死に耐えたがもう限界だった。

　声を殺してシーナは泣いた。泣いても、泣いても、涙は尽きるということがない。目の前の川に流しても溢あふれるほど、シーナは泣き続けた。

『シーナ、いいものを見せてあげるよ。だから、もう泣くな』

「えっ……」

　突然、シーナの頭の中に、おかしな服を着た人々の姿が浮かんだ。彼らは祭壇に供え物をして、ひれ伏すようにしてシーナを拝おがんでいる。いや、シーナではなく、シーナに幻覚を見せているウラルを拝んでいるのだ。

『俺は遠い星からやってきた。自分達の星は年老いて、住むのにもう限界だったからね。寄生するのにちょうどいい、知的で生命力のある生き物のいる星を調査に来たんだが、事故で帰れなくなっちまったのさ』

　突然場面は変わり、シーナの脳裏に水が溢れる美しい世界が見えた。

　水の中には、不思議な建造物があって、そこに緑色をしたものがふわふわと漂ただよっている。

「水の都より来たりし神、その名をウラルと呼ぶ。代々の神官の身に宿りし神は、この地からすべての病を遠ざけ、民に麦と羊と蜂蜜を与えた……」

　シーナは古文書に記されていた、ウラル神話の一節を口にした。まさかあれが本当のことを記述したものだとは思いもしなかったが、どうやら事実らしい。

『この星の人間達は勤勉だ。よく働くし、知的レベルも高い。何年か付き合っているうちに、俺は人間が可か愛わいくなってね。いろいろと教えてやったが、しばらく眠ってる間、ずいぶんと文明的になってきたじゃないか』

「そんなに長生きできるの」

『ああ、俺達は寄生生物だから、寄生する生き物が弱ったら、別のに乗り移る。君らの時間からすれば長生きだろうが、空の時間からしたら短いもんさ』

「体がないって……」

『あるにはあるが、君らにはガスか水のようにしか見えない。俺にも欠陥はあってね。この星の外気に長時間さらされると、支障をきたす。常に何かに寄生していないといけない。あんまり小さいものは駄目だ』

　もしこんな状況でなかったら、シーナもすぐにはウラルの言葉を信じなかっただろう。だが目の前の平和が見事に崩れ去った今は、どんなことでも信じられるような気になっていた。

「アレンはどうしたかしら。ウラル、私、これからどうしたらいい？　戻ってアレンを捜すべき。それとも……ゴート王のところに行って、援軍を頼むべきかしら」

『うーん、状況がよくわからないからな。何せ何百年も眠ってたし、ポッドも壊れちまったからな。情報収集にも限りがある。今、ここがどうなってるのか、全くわかってないし』

「神様なのに、何でもできるわけじゃないのね」

『……悪かった。けど、俺は神様なんかじゃない。ちょっと変わってるけど、君らの友達だよ』

　シーナは馬の姿をしたウラルを抱きしめた。

　友達。その言葉が何よりも嬉しかったのだ。
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　眠りは優しかった。きっとウラルが、美しい夢ばかり見るように手助けしてくれたせいだ。

　そう思わなければ、あれだけの不幸に遭あいながら、目覚めがすっきりしている意味がわからない。

「ウラル、あなたは眠るの？」

　水を飲み、草を食べているウラルにシーナは訊いた。

『眠ろうと思えば、何百年でも眠れる。だが起きているのも何百年だ。次に眠るのは、永遠の眠りになりそうだな。特別な装置がないと、眠ったまま生命を維持できないんでね』

「ごめんなさい。ポッドというの？　ご神体を壊してしまったせいね」

『いいさ。ものにはすべて終わりがある。もしかしたら眠っている間に、俺の故郷の星もなくなったのかもしれない。だから助けが来なかったんだろ』

「私と同じね……帰る場所がない……」

　シーナは越えてきた山を振り返った。あの先には、緑豊かな美しい国があるというのに、そこにはもうシーナのための居場所はないのだ。

　万が一、ハッシュウィルの無敗軍団に捕まったら、無理やりあの獣のようなラスタの花嫁にされてしまうのだろう。

　両親を殺し、最愛のアレンまで殺したかもしれない敵の花嫁になるくらいなら、潔いさぎよく死を選ぶ。だがその前に、自分にできる限りのことをしようと、シーナは決意していた。そのためには、ゴシュラムの王に会うしかない。

「ウラルはいいわね。ご飯があって……」

『待ってろ。人のいる場所に行ったら、どうにかしてやるから。さっ、乗って』

「私、重いわよ」

『そうだな』

　その背に跨またがると、ウラルはわざと大げさによろけてみせた。

　シーナは笑った。もう何年も笑ったことなどなかったような気がしたが、あの恐ろしい出来事は、わずか昨日のことだったのだ。

　川に沿って進んでいくと、いよいよ遠くに村が見え始めた。なだらかな丘の中腹には、白い綿毛のようなものが無数見える。あれはきっと羊だ。さらに近づいていくと、エエエエーッと鳴く声までが聞こえてきた。

「ここがゴシュラム……。ウラルと同じように、豊かな国ね。牧草が青々としているし、蜜蜂のための花畑もある。見て、綺麗な花が」

　牧草地の外れには、ピンク色の可か憐れんな花が群生していた。そこにはすでに、幾つもの蜜蜂の巣箱が置かれていて、農夫が一人、のんびりと手入れをしている。

『最初は麦の植え方も知らなければ、蜜蜂の飼い方も知らなかったのにな。だが強い鉄を作り出す方法を教えたのは、少し後悔している。いずれは武器を作り出すかなとは思ったが、やはりな。武器を持てば、争いが起こるのはわかりきっていたのに』

「でも武器があっても、ウラルは平和だった。心の問題よ」

『心の闇は、どんな生き物にでもある。シーナ、だから神が必要になるんだ。間違ったことをしたら、罰する絶対的存在としてね』

「まぁ、神様らしい発言ですこと」

　ウラルの足がまたよろけた。シーナは微ほほ笑えんだが、すぐに悲しげな顔になった。

「お腹が空くって、こういうことなのね。私、これまでどんなに恵まれていたんだろ」

『神様が人を騙だますってのはよくないが、とりあえず村の馬屋に行って、こいつを売ると交渉するんだ』

「いやよ。ウラル、ずっと側にいて」

『本気で売るつもりか。後からすぐに逃げて追いつくから』

「お金がいるのね。私、何も持ってない」

　シーナが持っているのは、甲冑と兜、それに剣と水の入った革袋。そして今はウラルとなった馬と、壊れた御神体の残ざん骸がいだけだった。

『少しは世の中の勉強ができていいだろう』

　ウラルは自ら先導して、馬屋を見つけて進んでいった。

　馬屋の主あるじは、シーナの姿を見て驚いたような顔をした。

「お若い旦だん那な。蹄てい鉄てつの直しですかね」

「……」

　シーナは甲冑を着けたままだったので、どうやら主は男と思ったようだ。

「いや、その……」

「都で開かれる、武術大会に出られるんですかい？　この辺りじゃ見かけない、綺麗な騎士様だ。ああ、ウラルからおいでなさったか」

　まだこの国の人間は、ウラルがハッシュウィルの急襲を受けたことを知らないらしい。やがてウラルを逃れた人々が、この村に大勢たどり着くだろう。

「武術大会か……」

「一番になりなさると、王様からたいそうな金きん子すが渡されるそうですな。よい馬をお持ちだ。きっと勝てますよ」

「そうか……勝てるといいが、その主……」

　この馬を買ってくれというのが言いづらい。騙すのが心苦しかったのだ。

「今は金子がない。その、これは変わった兜だが、これを預けていくゆえ、馬の世話と、私にその、何か食べ物を」

　シーナは壊れたご神体の半分を、主の前に差し出した。

「へぇーっ、こりゃ変わった兜ですな。頭の大きな人でないと、入らないでしょうが。見たこともねぇもんだ。よろしいですよ」

　主の言葉にほっとしたが、シーナはご神体を預けるなんて、何て罰当たりな王族だと思った。だがご神体の中身は、すでに出てしまっている。

「そんじゃあ、たいしたものはねぇですが、蜂蜜パンと塩漬け肉でいいですかね。ワインは飲みなさるか？」

「いや、ワインはいらぬ。リンゴでもあれば……」

　蜂蜜パンと聞いただけで、シーナはへなへなと馬屋の隅に置かれた椅子に座り込んでしまった。そして主がおかみさんに命じて食事の用意をさせている間に、壁に貼られた武術大会の知らせを見つけて読み始めた。

「勝者には、ゴート王の騎士となる名誉も与えられる……」

　これはいい機会かもしれない。いきなり援軍を求めていっても、ゴート王がすでにハッシュウィルの味方だった場合を考えれば、内情を偵察することも可能だ。

　だが武術大会で優勝する自信がなかった。

　剣には自信があったが、ハッシュウィルの無敗軍団には全く通用しなかった。馬上競技には自信が持てる。ウラルという最強の友がいるのだ。

　あとは何だろう。体を使っての格闘技となったら、女の身では不利だ。

「賞金も出るのに……」

　どうすればいいと訊ねるようにウラルを見ると、ウラルはおいしい飼い葉をがつがつと貪むさぼっているところだった。

「神様……なのよね」

　んっというように、ウラルが振り向く。その口からは、飼かい葉ばが溢れ出していた。

　けれどウラルのことを笑えない。蜂蜜パンとキャベツの添えられた塩漬け肉を前にした時、シーナはレディの嗜たしなみも忘れて、思いきりがつがつと頰張ってしまったからだ。
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『重くなったな、シーナ』

「何とでも言って。私、あんなにおいしい蜂蜜パンを食べたことない」

　馬屋を出た後、シーナは何度も満足のため息を漏らしていた。

『しかもポッドを売り払うとは』

「いつか買い戻すわ。それには武術大会がいいと思うけど……どう思う？」

『神様使いの荒いやつだな。俺に手伝えと思ってるだろ』

「だけど……無理よね」

　アレンだったら、絶対に負けない。そう思うと、双子でありながら、女として生まれてしまった自分が悲しかった。

『アレンになりたいか？』

「なれないもの」

　アレンになりたかった。そうなのかもしれない。魂を分け合った兄妹だったが、アレンはどんどん違うものになってしまった。追いつきたいと努力したが、やはり無理だ。

　シーナは置いていかれたような寂しさを感じたが、やはり男女の違いはどうすることもできないのだろう。

『ゴート王の内情を探るのは賛成だ。この国は豊かだから、いずれハッシュウィルの魔の手が伸びる可能性は充分にある。今のうちから準備しておけば、たとえ無敗軍団とはいえ、勝算はあるだろう』

「ウラル……」

『神様を馬鹿にするもんじゃないぞ。ゴート王が聡明なら、ウラルの残党を味方につける可能性は大いにある。腰抜けで、もうハッシュウィルに媚こびているようなら無理だ』

「そうよ、そうなの。よくわかってるじゃない。さすが神様だわ」

『やっと認めたな』

　ウラルは首を真っ直ぐに上げて、ぶるっと鼻を鳴らした。

『ではシーナ。これは提案だ。君の頭の中まで支配しないと約束するから、俺が寄生することを許してくれ』

「えっ……」

『俺も久しぶりに蜂蜜パンを食いたいんでね。草はそれなりにうまいが、俺が考案した蜂蜜パンのほうがはるかにうまい』

「私の中に入るの？」

　ウラルは森の中に、そろそろと入っていった。辺りを窺うような様子をしていたが、木陰に入るとそこで足を止めた。

『あまり見られたくない姿だが、見ても腰を抜かすな。もっとこっちに寄って』

　言われたまま、シーナはウラルに近づく。すると馬の耳から、緑色の細い糸のようなものが出てきた。

「何これ。これがウラル？」

　細い糸は、そのままシーナの耳に入ってくる。

「あっ」

『じっとして。人間に入るのは久しぶりなんだ。しかも体も変化させないといけないんだから』

「……何……これ……」

　シーナの腕が震えだした。それまで柔らかだった腕が、急にごつごつとした感じになっていく。甲冑に押さえつけられていた胸が、気のせいかきつさを感じなくなっていた。

『甲冑を外してみろ』

　馬に触れていないのに、ウラルの声が耳元でする。シーナは甲冑を外したが、そこにあるはずだった乳房がないことに気付いた。

「……ないんだけど……」

　何度も触れてみる。硬い筋肉は感じられたが、柔らかな乳房は消えていた。

『俺のほうも、これをやるにはものすごく力がいるんだ。シーナ、これからはたっぷりと食べてくれ。そっちの体も疲れるから、必要のない時には、他の生き物に寄生する』

「どういうこと!?　私、男になったの」

『男に見えるようにしただけさ』

「だって……」

　その時、背後でがさっと音がした。シーナは慌てて胸を押さえたが、そういえば隠す必要もなかったのだと改めて気がついた。

　数人の男達が、そんなシーナの様子をじっと見つめていた。

「誰だっ!?」

　声はそんなに変わらない。変わらずに美しいままだ。けれどアレンのように、威厳のある話し方をしたらどうだろう。少しは男らしく聞こえるだろうか。

「綺麗な若様じゃねぇか。こりゃあ攫さらったら、いい金になりそうだな」

　にやにやと笑いながら、男達は姿を現す。

「武術大会のおかげで、獲物のほうからふらふらとやってくる。稼かせぎ時だな」

　へっへっと笑う男には、前歯がなかった。

「追いはぎか？」

「まぁ、そんなようなもんだ。いい甲冑だ。剣も高そうだし、馬もいい。こりゃかなりの金持ちだな」

「無礼者！」

　私を誰だと思っていると言いかけて、シーナは唇を強く嚙かみしめた。

　ここにいるのは誰だろう。

　シーナだけれど、シーナではない。アレンのようでアレンではなく、ウラルでもあって、シーナでもあるのだ。

「殺すには惜しいな。ハッシュウィルの男娼街だったら、高く買ってくれるだろうよ。若様、無理に剣なんて構えることはねぇぜ」

　その言葉が終わらないうちに、シーナの体はもうその男の前に飛んでいた。そして剣で、一息に着ているものをすべて切り裂く。

　考える間もなく、体が勝手に動いていた。

「この野郎。兄貴、油断するな」

　大柄な男が、どすどすと走り寄ってきた。その足を、シーナの剣は一瞬で斬りつけていた。

　続けて二人の男が同時に襲ってきたが、シーナの体はあっという間に樹上に飛んでいた。

「信じられない。何なの、この動きは……」

『人間ってのは、自分の能力に気がつかないまま、一生を終えるもんさ。ただし多少は鍛きたえておかないと、思ったように動けないがね』

　シーナの体は、ひらりと男達の後ろに下りる。そのまま剣を素早く動かして、またもや二人の男の着ているものを切り裂いていた。

「うっ、兄貴、こいつは普通の騎士じゃねぇ。魔物だ」

　足を切られた男は、よろよろと逃げだす。裸同然になった男達も、慌ててその後を追った。

「これがウラルの力……」

『こんなもんじゃない。武術大会、結構だ。出ようじゃないか。そして大金を手に入れて、たっぷり蜂蜜パンを食べて……そして極上のワインを飲もう』

「ウラル……ワインのことを考えたら、体が熱くなってきたけど、もしかして……好きなの!?」

『あれは魔の液体だ。シーナ、神への献上品を思い出せ』

「蜂蜜、ワイン、そして果物」

　祭壇には常に、新鮮なそれらの献上品が置かれていた。それはつまりウラルの大好物だったのだろう。

『よし、では都へ急ごう。ワインだぞ、シーナ』

「私は果物のほうが好きなんだけど」

『じゃあ、蜂蜜パンだけが一緒だな』

　不思議な気がした。自分が全く別のものになったというのに、それがちっとも嫌ではない。

　むしろ不幸だったシーナの姿が消えて、別のものになれたことで、救われたような気がしていた。
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　ゴシュラムの都、ゾードの都大路は人で溢れていた。市が立ち、酒や食べ物を売る店が軒のきを並べている。

「騎士様、騎士様、今夜のお宿はお決まりですか」

　胸元の大きく開いたドレス姿の女が、馬上のシーナの足に縋すがるようにして声を掛けてくる。

　宿に泊まりたくても金はない。シーナは曖あい昧まいな笑顔を返すしかなかった。

「どういうこと。さっき食べたばかりなのに、お腹が空いてきた」

『だから教えただろう。変化させるには、ものすごく力がいるんだ。それには食べるしかないんだよ』

「お金ないのに、どうすればいいの？」

『どこかで賭け事でもやっていないか。人間ってのは、ああいう遊びが好きだからな』

「あれはどう……」

　素晴らしいものにシーナの目が止まった。

「さぁさぁ、ゴシュラム名物、揚あげパンの早食い競争だ。負けたほうは倍払い。勝ったほうはお代はいらない」

　ゴシュラム名物の揚げパンという言葉に、シーナは強く惹かれたのだ。

「ウラル。私、このままじゃレディに戻れないかもしれないわ。勝ちたいって気持ち、満々なんだけど」

『あれは確かにうまそうだ。俺が考案したものじゃない。ゴシュラムはウラルより南に位置するからな。温暖な気候なんだろう。それで向ひ日ま葵わりから油を採ってるんだな』

「そうよ。花の油。ウラルではあまりなかったけど……おいしそう」

『うむ、うまそうだ。だが、負けても払う金はない』

「負けなければいいんでしょ」

　一国の王女ともあろうものが、揚げパンの早食いとは少々情けない。それでも今のシーナは、空腹に勝てなかった。

「その、あれだ。私も参加したいのだが」

　真っ赤な鼻をした、太った店主はシーナの姿を見て目尻を下げた。

「騎士様。負けたら、相手の分まで倍払いですぜ。それでもようがすか」

「そうか。つまりは最初から倍の値段で売るつもりなのだな。公正ではないと思うが」

　シーナの抗議に、店主は馬鹿にしたように笑った。

「負ける勝負はしないこってす」

「相手の持ち金を心配しているだけだ」

　二人の駆け引きを見ていた野次馬は、シーナの一言でどっとわいた。

「可愛い騎士さまーっ、がんばってーっ」

　女達が声援を送る。シーナは真っ赤になって俯うつむいた。

「さぁさぁ、このか細い騎士様の相手になったら、楽に勝てそうだ。対戦相手は、おらんか、おらんか」

「俺が相手をしよう」

　店主の掛け声に、何人かが手を上げる。するとずいっと人垣をかき分けて、大柄な赤髪の男が大声で名乗りを上げた。

　年は若いだろう。色は浅黒く、引きしまった腹をしている。その美しい体を見せびらかすように、上着の前を大きく開き、シャツも申し訳程度にしか釦ボタンを留めていなかった。

「サビル家のジュードだ」

　ジュードは手を差し出す。シーナは思わず、手にキスを受けるつもりでレディのように差し出してしまった。

『シーナ、男は握手だ。キスじゃない』

「あっ」

　ウラルに注意されたがもう遅い。ジュードはにやにや笑いながら、シーナの手の甲に唇を押し当てる。

「ハッシュウィルから来たのか、レディ？」

「天空の水の都から来た。この地での礼を知らぬ。非礼は許せ」

　毅き然ぜんと言いはなったが、内心は焦っている。

「水の都ね。で、名前は？」

「……ラウル。ラウル・フォー・メイデン」

　咄嗟に出た名前だったが、まさか本名は名乗れない。

「で、メイデン様はどこのお貴族様だ。爵しやく位いは？」

「爵位は揚げパンの早食いに関係ない」

　シーナの答えに、野次馬はまたもやどっとわく。

「可愛いだけじゃないとこがいいね。では、ラウル。言っておくが、俺はここで負けたことがないんだ」

「それじゃあ、今日は初めて負けた記念日にしたまえ」

　あははと笑うジュードの前に、山盛りの揚げパンの皿が置かれる。同じようにシーナの前にも、皿が置かれた。

　いきなりカンカンカンと鐘かねが鳴る。それが合図なのか、ジュードは猛然と食べ始めた。

　シーナは優雅に添えられたナプキンで手を拭いてから、負けじと揚げパンを口にした。

『おいしい……これなら何個でも食べられそう』

『そうだな。これはうまい』

　一人で頷くシーナの様子に、店主は怪け訝げんな顔をする。けれどその表情は、すぐに驚きょう嘆たんに変わった。

「おや、ジュード様。今日はちと雲行きが怪しくなってきましたな」

　ジュードは水で喉のどを潤しながら、ちらちらとシーナの様子を見ていた。

　シーナは早い。何も言わずに、黙々と揚げパンを平らげていく。

「さぁさぁ、砂時計がどんどん減っていくよ。時間がない。ジュード様、どうなさる？」

　負けじとジュードは揚げパンを口に放り込んだが、鐘が鳴った時の勝敗は明らかだった。

「ラウル様の勝ちーっ。ジュード様、ついに負けましたな。さっ、さっ、倍払い、倍払い」

　辺りに割れるような拍手が響いた。ジュードは苦笑しながら、何枚かの硬貨をテーブルの上に置く。

『時間があれば、もっと食べられたのに』

『じゃ、残した分をもらっていけよ』

『いやよ。そんな恥ずかしいこと言えない』

「何を一人でぶつぶつ言ってる？」

　最後に出てきたのは、冷たい水に酸すっぱい果物を浮かべたものだった。それを一気に飲みながら、シーナはジュードに拳こぶしを突き上げてみせた。

「変わった男だな」

　ナプキンで口元を拭っているシーナを見て、ジュードは不思議そうな顔をする。

「明日からの武術大会に出るのか？」

「そのつもりでいる。貴殿は？」

「出るつもりだ。俺のような貧乏貴族の三男には、王の側近の騎士に雇ってもらえる機会なんて、滅多にあるもんじゃないからな」

「では、明日、会場でお会いしよう」

　立ち上がったシーナの腕を、ジュードは摑んだ。咄嗟にシーナはその手を払いのける。

「怒るなよ。宿はどうするつもりだ。まだ決まっていなければ、俺の館に来ないか？　貴殿、なかなか面白そうだ。ワインでも飲みながら話そう」

「いや、ご招待はありがたいが、これで失礼する」

　シーナはそのままジュードの前から去ろうとする。ところが人波に包まれてしまって、先を行くことも難しかった。

「ラウル様、勝利の花を」

「あたしのを受け取って」

「ラウル様、応援してますから、あたしを見たら手を振って」

　女達はシーナを取り囲み、花や絹のハンカチを無理やり押しつけてきた。

『どうなってるの』

『ジュードのところに行けよ』

『ワインが飲みたいだけでしょ。お断りします。見知らぬ男の家になんて、招待されても行けないわ。私、これでもレディなのよ』

『レディに大人気だがな……』

　どうやって逃げだそう。そう考える間もなく、シーナの体は旗を掲げた支柱をよじ登っていた。そのまま一気に建ち並ぶ店の屋根に上り、どうにか人波を逃げだした。

　下ではまだ歓声がやまずに響いている。シーナは優雅に手を振った。

『ワイン……』

「駄目。ジュードは私をうんと酔わせて、明日戦えなくするつもりかもしれないでしょ」

『人を疑うことを学んだな』

「そうよ。悲しいけど、それが生きていくためには必要なことだって気付かされたわ」

　見知らぬ人しかいない異国だ。何を信じたらいいのかもよくわからない。それでもシーナは一人、いや、ウラルとともに生き抜かなければいけないのだ。
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　この時代、国を治めるのは王だった。王は絶対的支配権を持つ代わりに、民の平和な暮らしを守り、正しい政を行うという義務があった。また隣国との紛争の折には、自ら剣を持って戦い、民を敵軍から守るというのも王の役目だった。

　ほとんどの国は世襲制だ。国王の男子第一子が、次代の王になる。男子が産まれなければ、第一子の女子が女王となることも希まれにはあったが、ほとんどの国が縁戚より養子を迎えて、王の地位を継がせていた。

　どの国も恒久的な平和を約束されているわけではない。そのため王は、王であるというだけで、常に命の危険にさらされていた。

　王を政で支えるのが、忠誠を誓ちかい代々臣下として仕える貴族達だ。そして剣で王を守るのが騎士達で、騎士はその働きと忠誠の度合いでより高い爵位を与えられ、上位の貴族として迎えられるのだ。

　そのため王の側近くに仕えることができたら、騎士にとっては限りなく名誉なことであり、出世の早道になる。武術大会で王の目に留まることは、野心のある騎士達には絶好の機会だった。

　もちろん中には、本物の騎士かと疑うような者達もいる。

「何、あの甲冑。お鍋を二つ、繫ぎ合わせただけじゃないの。しかも剣っていうより、あれは包丁でしょう」

　武術大会の受付に並ぶ騎士達を見て、シーナの口元は笑いを堪こらえるために歪んだ。

『ゴート王は公正な人間だってことさ。家柄なんかにこだわらない。騎士の心を持つ者には、同じように機会を与えている。それに武術大会に出ると、女にもてるらしい』

「……」

　外の柵のところには、女達が列をなして並んでいた。その手には色とりどりの絹のハンカチが握られている。

　女達は目当ての騎士が通る時に、その前にわざとハンカチを落とす。そのハンカチを騎士が拾えば、少しは気があるということなのだ。

「女の子に好かれてもね……」

　かといって、男と仲良くするのも難しい。アレンとミトリ。アレンは兄としてシーナに接していた。ミトリは乳兄弟であり、忠実な臣下として側にいてくれた。それ以外の男達とは、姫であるシーナには親しくする機会は与えられなかったのだ。

　男らしく振る舞うのは、そんなに難しいことではない。アレンがしていたとおりに真似ればいいだけだ。けれど男同士の親しさ加減というのがわからない。

「次の方。お名前と出身地を」

　シーナは受付に立って、さて、どう名乗ったらいいのかと悩んだ。そこで昨日、口から出た名前をまた告げた。

「ラウル・フォー・メイデン。出身は、水の都」

「水の都？　はて、近隣にそんな国はございませんが」

「百万海里先の海にある国だ。知らなくても不都合はない」

「……そうでしょうな」

　受付の男は、シーナの弱々しい様子を見て、軽く受け流した。どうせ最後まで残ることは難しいだろう。さっさと帰っていく騎士の出身地など、どうでもいいことだと思ったのだ。

「それでは対戦番号を差し上げます。どなたと当たっても、騎士道を守り、不正のない戦いをなさってください。ご検討をお祈りいたします」

「貴殿の心遣いに感謝する。神の祝福あらんことを」

　シーナの返礼に、男は俯いていた顔を上げた。どこか威厳のあるシーナの口調に、他の騎士とは違うものを感じたのかもしれない。

「ようっ、ラウル・メイデン」

　親しげに声を掛けられて、シーナは顔を上げた。新品の派手な甲冑に身を包んだジュードが、笑顔で手を振っている。甲冑にはまるで花が咲いたかのように、色とりどりのハンカチが何枚も挟まっていた。

『赤毛の色男は、女好きか。シーナ、あいつは確かに用心したほうがよさそうだ』

「でしょ。何か危ないわよ」

『だが強そうだ。最初の対戦相手にはしたくないな』

「わかるの？」

『わかるさ。人間は気を発するからね。強い気を持っている男が何人かいる。おや、シーナと同じレディもいるぞ』

「えっ」

　目を向けると、真っ黒な甲冑に、同じ誂あつらえの真っ黒な兜を被った、すらっとした肢体が見えた。甲冑の端からこぼれ落ちているのは、ジュードにも負けない見事な赤い髪で、わずかに覗のぞく素肌は真っ白だった。

「あの人とだけはやりたくない」

『そうだな。レディを相手に戦うのは、俺も遠慮しとくよ』

　高らかにファンファーレが鳴る。いよいよ王の登場だ。シーナは緊張して、闘技場に設けられた玉座に目を向けた。

　紫のマントに、同色の長衣を纏った、黒髪の背の高い男だ。顔立ちはとても美しいが、シーナは内心失望していた。

　何か覇は気きが感じられない。この美しい国を治めるには、ふさわしくない。あまりにも凡ぼん庸ような印象しか受けなかった。

「ゴート王は優秀な臣下に恵まれているのね」

『何でそう思う』

「あまり威厳を感じないもの。王にふさわしい人物には見えないわ」

『……』

　珍しくウラルが意見を言わない。シーナはがっかりしたが、それでも戦って勝ち上がり、謁えつ見けんの機会に恵まれれば印象が変わるかと期待した。

　花火が上がり、再びファンファーレが鳴って、いよいよ試合が始まった。

　自分が出るまで時間がある。それまで人の試合を見ることになるが、思いもよらない騎士が勝つことがある。シーナはしばらく自分の立場を忘れて観戦していた。

　参加者は百人を越える。最初の剣の戦いで、負けたらそれで終わりだ。鍋の甲冑に身を包んだ包丁の騎士は、見かけよりずっと強かった。レディ騎士も強かったし、ジュードも当然強い。そしてもう一人、古い甲冑に身を包み、顔も見せない長身の騎士が特別強かった。

「お祖父様の甲冑かしら。年代物ね。最後まで壊れなければいいけど」

『まぁな。壊れたら、それはそれで面白い』

　ウラルはのんびりとそんな感想を口にするだけだ。

　いよいよシーナの番となった。相手は新品の甲冑に身を包み、しかも剣はかなりの長剣だ。これは強いのかなと思ったら、最初に剣を合わせたところで、いきなり耳元で囁ささやかれた。

「一万ウーロ支払う。貴殿、勝ちを譲ってくださらぬか」

「……あなたは騎士ではない……」

　シーナの剣は、一瞬で相手の甲冑を繫いでいる革紐の部分を切り裂き、次の一撃で相手の兜を吹っ飛ばしていた。

　闘技場内に、ラウルと名前を呼ぶ歓声が響きわたる。どうやらシーナは、すっかり人気者になってしまったらしい。

　もう一度、剣で対戦しなければいけない。次に当たったのは、腕の太さがシーナの腰回りと同じくらいの大男だった。

『ウラル、どうしよう』

『安心しろ。動きは鈍い』

『でも、喉への致命傷は禁止。足への攻撃も禁止。制約が多すぎるわ』

　武術大会とはいえ、いつも使用している剣を使う。下手をすれば命を失う可能性もあるのだ。そのため試合では禁じ手が多数あり、それに違反すれば即座に失格となった。

『あの大きな剣を振り下ろされたら、私の剣が折れちゃう』

　シーナの剣は、最初から軽く作られている。女性であるシーナのために作られたからだ。それが内心不満だったが、やはり長時間の戦いになったら、シーナでは重い剣は扱えなかった。

『逃げるさ。逃げるなという決まりはない』

　シーナが出ていくと、闘技場内がいっせいに花畑になったかに見えた。女達の振るハンカチだ。

「揚げパン、早食いの優勝者、ラウル・フォー・メイデン」

　誰かが叫んでいる。そこで闘技場内はどっとわいた。

「いやぁねぇ。昨日からいったい何なの。私を誰だと……」

　今はラウル・フォー・メイデン、それ以外の何者でもないのだ。

　軽く礼をする。そして剣を構えた。

「うお――っ」

　獣のような咆ほう哮こうを上げて、大男は突進してくる。シーナは素早く身をかわした。

『どこかにある。攻撃できるところが』

　相手の剣が、勢い余って地面にめり込む。その深さを見ると、まともに受けたら兜も割れるだろう。

『ああ、足が狙えたら』

　逃げてばかりもいられない。それでは失格になってしまう。

『落ち着け。落ち着いて、よく見て狙え』

　急に世界のすべての動きが、ゆっくりになったような気がした。するとシーナの目は、相手の急所、甲冑の脇にあるわずかの隙間を見つけていた。

『あそこか』

　シーナは距離を縮めて、一気に相手の懐ふところに入った。そして甲冑の隙間に、剣の切っ先を刺し込んでいた。

「貴殿を斬りたくない。剣を捨てよ」

「何を生意気な！　相打ちじゃっ」

　大男は、シーナの頭上に剣を振り下ろそうとした。すると審判を務める男達が駆け寄ってきて、ただちに大男の攻撃を取り押さえた。

「ラウル・メイデンが先に取っている。勝敗は決定だ」

「実戦だったら相打ちじゃ。誰がこんな小こ童わつぱに負けるか」

　荒れ狂う大男は、審判さえも蹴散らして、またもやシーナに攻撃をしかけようとする。

　剣が振り下ろされようとする瞬間、横から現れた古い甲冑の騎士が、大男の剣を薙なぎ払っていた。

「剣の技の前に、すでに勝負がついている。貴殿は国王の騎士としてふさわしくない」

　低い、威厳のこもった声が、顔まで覆う兜の中から聞こえてきた。

　大男はその一言で、足音も荒く去っていく。

「助かりました。ありがとうございます」

　シーナは兜を取り、目上の者に対する正式な礼をした。

「美しさに似合わぬ、剛胆な攻撃をする男だ。貴殿と剣を交わさずにすんでほっとしている」

「……私も……貴殿とは戦いたくありませぬ。ですが、このまま進めばいずれ……」

「……」

　きっと相手は微笑んでいる。そんな気がした。

　どんな顔をしているのだろう。顔が見えないのが実に残念だ。最後まで勝ち残って、組み手の試合になったら素顔を見られるだろうか。　シーナはそんな期待を込めて、去っていく甲冑の騎士の後ろ姿を見送った。
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「続けて乗馬競技。これより闘技場を出て、都大路からぐるりと城の周りを駆けめぐります。上位、四名までが勝ち残りとなります」

　わずかの休憩を挟んで、乗馬競技となった。それぞれが自慢の馬に跨って、開始の合図を待っている。

「おい、こらっ、頼むから、そんなとこに行くな」

　鍋の騎士は、馬と呼ぶより騾ロ馬バと呼ぶほうがいいような、足の短い馬相手に苦戦していた。

　レディ騎士は、その甲冑に合わせたのか漆黒の美しい馬に乗っている。ジュードのは葦あし毛げのいかにも気性の荒そうな馬だ。

　甲冑の騎士は、茶色のおとなしそうな大きい馬に乗っている。

　シーナの馬は、その中でも小柄なほうだった。

『お嬢ちゃん、ちょっと神様はよそに遊びに行ってくるよ』

『ウラル、えーっ、どうして、こんな時に』

『甲冑を着てるから、ばれやしないだろ。終わったら、元に戻るから』

　シーナの耳から、何かがすっと抜けていく気配がしたと思ったら、ウラルはまた馬の耳からその体内に移動を開始していた。

『ずるいと思うか、お嬢ちゃん』

「いいえ……」

　シーナは左右の馬を見比べて、首を振った。

「このままじゃ確かに不利だもの」

　開始の合図の大太鼓が叩かれる。するといっせいに馬が走りだした。ただ一人、鍋の騎士だけを残して。

　ジュードの馬は速い。他を蹴散らす勢いで、すぐに先頭に立つ。その後ろを、甲冑の騎士とレディ騎士が続いていた。

「ウラル、がんばって。このままじゃ負けちゃう」

『焦るな。あんなに飛ばしてたら、馬だって息が上がる。短距離走じゃないんだから』

　馬になったウラルは、先頭の三人の後を、わずか遅れてついていった。

　沿道には大勢の人達がいて、通り過ぎるたびに歓声を上げる。闘技場に入れるような人達は、それなりに身分の高い人達だろう。けれど外にいるのは、市し井せいの民なのか、皆、着ているものも粗末で、純朴そうだった。

　シーナはアレンとミトリで、狩りに出掛けた時を思い出す。

　狐きつねを追って、丘を駆け抜けた。狩った狐の毛皮は、レディ達の防寒具になると知っていたが、やはり命を奪うことで多少胸は痛む。それでも狩りの高揚感が味わいたくて、野山に出てしまうのだ。

　馬を全力疾走させても、逃げるために森を駆け抜けるのとはまた違う。

　あれは狩られる狐と同じだ。背後から追われることの恐怖を、たっぷりと味わわされた。きっとシーナに狩られた狐達も、溜りゆう飲いんを下げていることだろう。

『悔やむな、シーナ』

「えっ……」

『過ぎたことを悔やんだところで、何も始まらない。狐が増えれば、兎うさぎが減る。そうなると野山にいらぬ草が増える。しまいには、人が飼う鶏や羊まで狐が狙うようになるんだ。すべては大きな運命という輪の中で、うまく収まるようにできてるんだよ』

「今日は神様役なのね」

『そうだ。疫病さえも、人が地に増えすぎ、いらぬ争いをしないための天の采さい配はいだ。人が増えれば、肥ひ沃よくな土地を巡って争いが起こる。今回のように……』

　ウラルの言葉は、まだ若いシーナに理解するには難しく思えた。

　運命の輪は、あまりにも大きすぎる。その中に巻き込まれてしまった身には、外から世界をもう一度見直す余裕などなかった。

『見ろ、そろそろジュードの馬は疲れてきたぞ。乗り手が抑えることをしないからだ』

「本当だわ。差が縮まってる」

　後方はもう問題がない。かなり距離が開いてきていた。

「あっ……あれがゴシュラムの城」

　森が切れると、その先に荘厳な城が聳えていた。城へと続く橋は上げられていて、濠ほりに満々と湛たたえられた水が、侵入者を拒んでいる。

　だが尖せん塔とうには旗が立てられ、テラスには大勢人が出てきていて、声援を送ってくれていた。彼らの幸福そうな様子を見ると、シーナの胸は再び痛む。

　失ったものはあまりにも大きすぎた。

『前を向け、シーナ』

「だって……」

『泣ける時が来るまで、待つんだ』

「うん……わかってるけど……」

　ゴシュラムの先王はすでに亡くなっている。皇太后はまだ存命で、一際華やかな一団の中にいるのだろう。

「私のために……お母様は……」

『シーナ、復讐したかったら、ここで勝つことを考えろ。ゴシュラムと同盟を結べば、ウラルの再興も可能になる』

　そうだった。シーナは勝たねばいけない。あの優しげなゴート王では、いずれこの国もハッシュウィルに攻め込まれてしまう。そうさせないためにも、シーナはここで何とかしてゴート王に謁見する権利を手に入れないといけないのだ。

　今さら、レディ・シーナとして謁見を申し込んでも、信じてはもらえそうにない。万が一信じてくれたとしても、気弱そうなゴート王は、シーナをハッシュウィルにあっさり引き渡してしまうのではないか。

　錯さく綜そうする思いを抱いて、シーナはウラルとともに駆け抜けた。

　ジュードの馬は、明らかに遅れ始めている。レディ騎士の馬も、心持ち遅れ始めた。甲冑の騎士だけは、変わらぬ速さで走り続けている。

『そろそろ行くぞ』

　ウラルは足を速めて、ついに甲冑の騎士と並んだ。甲冑の騎士は、驚いたようにシーナを振り返る。

「乗馬も得意とはな」

　甲冑の騎士は大声を張り上げた。

「馬がよいのです。この世界で、こんな素晴らしい馬を持っているのは、私だけです」

　ついにシーナは、甲冑の騎士まで抜き去った。

「ウラル、すごいわ」

『こっちは限界だよ。飼葉を三倍欲しいくらいだ』

　闘技場はもう目の前に迫っていた。甲冑の騎士もまだ諦あきらめてはいない。シーナのすぐ後ろをついてくる。

　二人は互いに負けじと馬を急がせた。甲冑の騎士は、甲冑が重いだけに不利かもしれない。しかし馬は大きく力強い。

　シーナの馬は小さいが、ウラルという神が宿っていた。

　最初にゴールを潜くぐったのは、わずか半馬身の差でシーナだった。
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　最後に組み手となるが、そこでちょっと問題が起こった。

　乗馬で三着になったジュードと、レディ騎士との組み合わせになったが、ジュードが抗議し始めたのだ。

「冗談じゃない。女と組み手をやれというのか。悪いが女との組み手なら、夜に寝室でやるもんだろう」

　甲冑も脱ぎ、素手のシャツ一枚になったジュードは、同じく甲冑を外して現れたレディ騎士の体を見て、額に手を当てて呻うめいた。

　男と同じようにズボンを履はいているが、体にぴったりとした上着を着ている。その胸は盛り上がっていて、素晴らしい肢体だというのがよくわかった。

「レディ騎士。申し訳ないが、君と組み手を組んだら、とんでもないことをしてしまいそうだ。それでも相手をするか？」

「勝てるつもりか、この軟弱男が」

　冷たい声で言われて、ジュードは観客の同意を得るようにぐるりと闘技場内を見まわす。

「聞いたか。この冷たいお言葉を。勝てるかって、そりゃ、ここが寝室なら、楽に押し倒してみせる」

　その一言でレディ騎士は本気で怒ったのだろう。開始の合図も待たずに、いきなりジュードのことを投げ飛ばしてしまった。

「おい、いきなりそれはないだろう」

　ジュードも本気になってしまったのか、レディ騎士に抱きついていく。ところがその手が、盛り上がった胸をぎゅっと摑んでしまったからいけなかった。

　レディ騎士はジュードの体を引き離すと、思いきりその股間を蹴り上げてしまったのだ。

　闘技場内を、大きなため息が包んだ。

　ジュードは股間を押さえて、苦しげに蹲る。

　シーナは笑うに笑えない。そんな痛みは知らないし、レディ騎士の気持ちもよくわかったからだ。

「競技違反により、両者失格」

　失格の旗が上げられた。レディ騎士は憮然とした表情で退場し、ジュードは男達に両腕を支えられて退場した。

「あの人とやるのか。何だか、やだな」

　シーナは組み手だけは苦手だ。さすがにアレンもミトリも、十歳を過ぎた頃から組み手の相手はしてくれなくなった。

　ウラルによって作り替えられた体を見る。それでもやはりアレンとは違う。まだ少年のように、ほっそりとした体だ。

「レディ騎士ほど大きくないけど、胸はあるのに……」

　ふと、城の衣装室に掛けられた、ドレスの数々が思い出された。ドレスは嫌、どうしてアレンと同じ恰好をしちゃいけないのと、駄々をこねたこともある。

　だが今となっては、ドレスのふんわりとした柔らかさが懐かしかった。

「組み手でなく、ダンスで勝負したかったな。あっ、でも駄目。男性としては踊れない」

　またもや泣きたくなってくる。

「ウラル、どうして黙ってるの」

『組み手は嫌だ。俺も男に抱きつかれるのは好きじゃないんでね』

「あの人の素顔が初めて見られるのね」

『どうした、気になるのか。とんでもない爺さんかもしれないのに』

「そうね。だったら少しは気持ちが楽かもしれない」

　顔も見えないのに、シーナは甲冑の騎士のことが気になって仕方がない。かなり身分の高い騎士だと思われる。ただ優雅なだけではなく、何とも言えない威厳があった。

　父も王らしい、威厳のある男だった。アレンは父に近づこうと、幼いなりに王族の威厳を身につけていた。

「王に従う騎士は特別なものよ。あの方のほうが、私より王の騎士としてはふさわしいかもしれない」

　シーナは初めて弱気になった。

「ラウル・メイデン、ご準備を」

　呼ばれてシーナは、闘技場の中央に設けられた、特設の格闘場に向かった。

　拍手が巻き起こる。続いて女達の歓声が上がり、ついに甲冑の騎士と思われる男が登場した。

　目元を覆うマスクをしていた。しかも髪まで、すっぽりと布で覆われている。

「最後まで顔を見せないとは、何か理由がおありですか」

「非礼はお詫わびする。すべての競技が終わるまで、このままで許していただきたい」

　瞳は黒い。美しい、澄んだ目をしていた。マスクで隠しても、その顔立ちの美しさを隠しきることができないほど、端整な美丈夫だ。
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　シーナの耳は、勝手に火が点いたように赤くなる。

『どうしよう。こんな人と組み手なんて……ダンスならよろこんで受けるのに』

『……』

『ウラル、力を貸して。ウラル、どうして黙ってるの』

　甲冑の騎士が近づいてくる。その手が伸びてきて、シーナの腕を摑んだ。するとシーナはそのまま体をひねって、摑まれた腕の間に足を乗せていた。

「やるな。まるでリスザルのように身軽だ」

　すっと手が抜かれて、甲冑の騎士は再びシーナに組みつこうとする。

「駄目……できない」

　ここで白旗を上げるわけにはいかない。けれどシーナは、甲冑の騎士の黒い瞳に見つめられるだけで、全身から力が抜けてしまうのをどうすることもできなかった。

『股間を蹴ったらどうだ』

　ウラルがおかしそうに言う。

「できるもんですか」

「独り言？　余裕だな、ラウル・メイデン」

「……」

　シーナの足は、思いきり甲冑の騎士の顔面めがけて蹴りを入れていた。ところが甲冑の騎士は、その足を楽々摑んでしまう。

　もう勝負にならない。

　ついにシーナは諦めた。

「申し訳ありません。戦意を喪失いたしました。失格にしてください」

　審判の男に向かって、シーナはすぐに頭を下げた。

　心臓がどきどきしている。慣れない組み手に挑戦したせいばかりでないのは、シーナにもわかっていた。

「先程、助けたことに対する返礼のつもりなら、遠慮することはない」

　甲冑の騎士は気遣って言ってくれる。

「いいえ、私より貴殿のほうが、王の騎士になるべき人だと思ったからです。乗馬では、馬に助けられて運良く勝ちを収めましたが、剣でも組み手でも、貴殿のほうがずっと優れています。どうか、よき臣下としてゴート王に……」

「待ってくれ。貴殿こそ、本当の勝者だ。こんな形で騙したのは、すまないと思う」

　甲冑の騎士は、ついにマスクと髪を覆う布を取った。

「……」

　黒髪の美丈夫。その姿は、先程姿を見たゴート王に驚くほど似ている。いや、むしろ先程の王よりも王らしく見えた。

「ゴシュラム王、ゴート・アリュダスだ。勝者、ラウル・メイデン。貴殿の健闘ぶりは称賛に値する。ここに勝者の祝福を授ける」

　わーっと群衆がわいている。そして玉座から下りてきた偽物の王は、紫のマントを本物のゴート王に着せかけていた。

「従い兄と弟このゾードだ。私の忠実な影武者でもある」

　ゴート王は従兄弟を改めてシーナに紹介した。確かに顔立ちや体つきは似ているが、全くの別人だとシーナには見える。

『ウラル、まさか気がついてた？』

『まぁな。ゴート王は強い気が満ちてる。気がつくなというほうが無理だろ』

『どうして教えてくれなかったのよ』

　どうりでウラルが時折沈黙したはずだ。正体を教えなかった理由はわかる。もしゴート王だと最初から知っていたら、シーナは本気で戦えなかっただろう。

「王とも知らず、数々のご無礼、お許しください」

「こちらこそ、偽りで接した無礼を謝る」

　シーナは足を折り、王に対する礼をした。

「私の剣を」

　ゴート王は剣を手にすると、シーナにそのままの姿勢でいるように示した。

「ゴシュラムの国王の名において、ここにラウル・フォー・メイデンを騎士として迎えることを宣言する。ラウル・メイデン、貴殿の爵位は？」

「爵位などない国からまいりました」

「では今より、メイデン子爵と名乗るがよい」

「ありがとう存じます」

　願ったとおりになったというのに、シーナはなぜか素直に喜べない。

　こんな形でゴート王に出会ってしまったことが、なぜかとても悲しかったのだ。

「これより城内に迎え入れる。よき盟友として、または心強い騎士として、いつまでも私の側に仕えてくれ」

「はい……この命に代えても、国王をお守りいたします……」

　この王になら、何もかも話せる気がする。

　けれど急いではいけない。たとえ王が信じられる者だとしても、宮廷内には何が潜ひそんでいるかわからなかった。
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　その日のうちに、シーナは宮廷に招かれた。領地を持たないシーナには、城の中の一室が与えられることになっている。

「オズベルトと申します。子爵様のお世話をさせていただきます」

　城内に入ったシーナをまず出迎えたのは、そばかすも消えていない少年だった。

　緊張のためか、オズベルトは顔を真っ赤にしていたが、それでもシーナの目を見てしっかりとした口調で話す。

　それが従僕の衣装なのか、黒い短いベストと白いシャツ、それに膝ひざ丈たけの短いズボン姿のオズベルトは、国王のような黒髪だ。ゴシュラムでは黒髪が圧倒的に多い。陽を受けると、濃い緑にも見える美しい黒髪だった。　　

「僕のような年少の者ではご不満でしょうか。でしたら王室内の人事府にお申しつけください」

「不満などないよ。オズベルト、君は幾つなの？」

　シーナにはアレン以外に兄弟はいない。弟を見るように、優しい気持ちでシーナはオズベルトを見ていた。

「十三です。ゴシュラムでは、十三にならないと、宮廷内では働けません。やっと働けるようになりました」

「ご両親は？」

「父はいません。母は、宮廷内のお針はり子こです」

「そうなのか。がんばっているんだね」

　シーナより頭半分小さなオズベルトの肩に、シーナはそっと手を置いた。

「君は宮廷内で育ったの？　だったらゴート王のことはよく知ってるだろ。どんな王様？」

「王様は素晴らしい方です。民のことを何よりも考えてくださっています」

　さらに頰を染めながら、オズベルトはちらちらとシーナのことを見て言った。

「武術大会を闘技場で見られなかったのが残念です。けれど子爵様のことは、城からちょっとだけ見ました。馬に乗っていらして、すぐに見えなくなってしまったけれど……」

　オズベルトはシーナを案内して、城内に入っていく。入り口のホールは広く、歴代の王の肖像画がずらりと壁を飾っていた。

「この城はかなり広そうだな」

「はい。小さい頃は、よく迷子になりました」

「小さい頃から城に来てたの？」

「母が働いている間、同じように城内で働いている者の子供達だけで、勉強させてくれるんです。そのおかげで僕も、読み書きやマナーを学べました」

「素晴らしい……」

　そんな制度はウラルにもなかった。もし自分が王族として復権したら、ぜひ採り入れたい。宮廷内で働く者の中には、子供のいる者だって大勢いる。彼らのことまで配慮するとは、ゴート王は公正な王だと思えた。

「王様のお部屋は東の塔の最上階です。お隣が皇太后様のお部屋です。そして西の塔には、王様の許嫁でいらっしゃる、レディ・サナのお部屋があります」

「許嫁がいるのか……」

「はい。とても物静かな、お綺麗な方です。公爵家の姫君で、国王の従い姉と妹こにあたられるんですよ」

　オズベルトはだんだんと打ち解けてきて、淀よどみなくシーナの質問に答えてくれる。けれどシーナは、力なく微笑んで頷くだけだ。

　ゴート王にはすでに婚約者がいる。いずれは彼女と婚姻を結ぶのだろう。

　王族が幼い頃から許嫁を決めるのは、どこでもよくあることだ。ゴート王は確か今年で二十五歳。婚姻をするのにもふさわしい年頃だった。

　なのにその事実を知った途端、シーナの中に悲しみが生まれた。

　その悲しみの正体が、シーナにもよくわからない。

　両親を失い、アレンも失った。それ以上の悲しみがあるはずもないと思うのに、またもや新たな悲しみが生まれたのだ。

「子爵様のお部屋は、王様の下の階になります。階段が続きますので、ご注意ください」

「国王の部屋の下か。それはどうなんだろう、オズベルト。私のように身分不確かな者にとって、ふさわしくないのでは？」

「そんなことは決してないと思います。子爵様は、あの部屋にふさわしいお方です」

　オズベルトは顔を真っ赤にして言った。

　塔の曲がりくねった階段を上っていく。そしてついに、目当ての部屋にたどり着いた。

「これは……」

　窓が大きく開け放たれていた。そこからは城を取り囲む森が見渡せ、さらにその先の都まで見える。そして遠くには、シーナが越えてきたゾエラ山があり、まさに西日がその山陰に沈んでいくところだった。

　あそこにアレンはいるのだろうか。傷ついたアレンを、ミトリは救えたのか。それともハッシュウィルの無敗軍団に追いつかれて、あえなく命を落としてしまったのか。

「素晴らしい眺ながめでしょう？　子爵様、そちらに椅子をお持ちしますね。まだ外が明るいうちに、よくご覧になってください。今、お召し替えの準備をいたします。今夜は武術大会の勝者を招いての祝宴ですから」

「祝宴？」

「勝者になれなかった方も、招待されるそうですよ」

「あのレディ騎士も？」

「はい。レディ騎士……本当のお名前は、レディ・ジョージア。隣国シェルランドの侯爵家の姫君です。あのようにお強いので、求婚者には必ず勝負を挑いどみ、勝った者の求婚しか受けないと宣言なさっておいでです」

　シーナは思わず笑ってしまった。美しいがかなり気の強い姫君を、いったい誰が手に入れられるというのか。

　笑っていたが、シーナの顔はふっと陰る。

　レディ騎士に勝てるのは、ゴート王しかいない。レディ騎士は、ゴート王の騎士となるより、花嫁になりたかったのではないだろうか。

　許嫁がいても、ゴート王はまだ正式な婚姻を結んでいない。婚約を破は棄きして、別の姫君と結婚する可能性もあるのだ。

「子爵様がいらした国は、どんな国ですか？」

「えっ……」

　聞かれたシーナは、咄嗟に返事に詰まった。

「海に囲まれた小さな島だ。ここよりはるか東方にあって、他の国との交流はほとんどない」

　咄嗟に答えたのはシーナではない。ウラルだ。

「ゴシュラムの港から、船でどれくらいですか？」

「何日もかかる。途中、荒れ狂う海峡を通らないといけないのでね」

「大変な旅をなさったんですね」

　オズベルトは少し言い淀む。もしかしたらこの少年は、思っていたよりずっと聡明で、それとなくシーナのことを疑っているのではないかと思えた。

「ゴシュラムは果物が豊富です。お部屋には、いつも果物を用意しておきますね。ザクロとリンゴ、それにオレンジ。オレンジは少し酸っぱいです。水に浮かべて飲むと、さっぱりしますよ」

　気分を変えて明るく話すオズベルトの顔からは、もう疑惑は消えていた。

「祝宴の衣装は、子爵様の体つきに合いそうなものをお持ちしました。後ほど、衣装係がお体の採寸にまいります。その……僕の母が、子爵様の衣装を担当することになると思います」

「それは嬉しいな」

「僕も誇らしいです。子爵様は……僕がこれまで見た中で、一番綺麗な騎士様ですから」

「ありがとう……」

　褒ほめられて嬉しかったけれど、祝宴のために用意された男物の衣装を見て、シーナは少し悲しかった。

　ドレスは嫌いだった。

　なのに今は、ドレスを着てみたい。

　そしてゴート王とダンスを踊ってみたかった。

　彼はきっとダンスも上手だろう。相手の女性を巧みにリードして、素晴らしく優雅に踊るに違いない。

　けれどゴート王は、シーナの手を取らない。

　許嫁のレディ・サナ。レディ騎士。そして貴族の姫君。

　ダンスの相手に、彼は不自由しない。決して、自分の召し抱えた騎士となど、踊ることはないのだ。
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　大広間で祝宴は開催される。オズベルトの案内で大広間にやってきたシーナは、高らかなファンファーレで迎えられた。

「ラウル・フォー・メイデン子爵様、ご到着」

　名前を呼ばれて、シーナは鷹おう揚ように頭を下げる。こんな時にどんな態度で人々の前に出るかは、王族教育で教えられていた。

　大広間は大勢の貴族達で溢れかえっている。豪華な料理を盛った皿が方々に置かれ、着飾った従僕が皿を用意するのに忙しく立ち働いていた。

　ゴシュラムは南に位置するせいか、ウラルではあまり見たこともない、肌の黒い従僕もいた。その中の一人が、斑はん紋もんのある綺麗な大猫を連れていたので、シーナの目は思わず惹き寄せられていた。

　ここにはウラルにないものがたくさんある。それだけではない。ゴシュラムの宮廷は、どこよりも華やかだった。それはゴート王が、華やかなことを好み、愉しむことを知っているからだ。

　正面の玉座にゴート王がいた。その右横に、ふくよかな印象の皇太后がいる。皇太后もやはり黒髪で、目は濃い紫だった。昔はかなり美しい女性だったと思わせる、優雅な気品漂う女性だ。

　そして左横に、やはり黒髪の清せい楚そな印象の美女がいた。

　レディ・サナ。ゴート王の許嫁だ。

　その美しさに、シーナの目は思わずレディ・サナに注がれてしまった。

　こんな美しい許嫁がいるゴート王に、何、胸をときめかせていたのだろう。自分は国を追われ、アレンに代わって国の再興をしようとしている大切な時に、そんなことを考えている余裕などないはずだ。

　シーナは自分がここに来た目的を思い出し、自分はもうシーナではない。アレンだと思うことにした。

「国王の側近くにいられることを、深く感謝いたします」

　優雅に腰を折り、シーナはゴート王に礼をした。

『お嬢ちゃん、落ち着いたか』

　しばらく沈黙していたウラルが、シーナの頭の中で囁く。

『ほっといて。勝手に人の考えを読まないで』

『そりゃ無理だ。今は俺が君で、君が俺なんだから』

「メイデン子爵には、武術大会の優勝賞金が賜たまわられます」

　大臣らしき人物が、もったいぶった様子で言う。するとウラルは、突然、とんでもないことを口走った。

「賞金はいりませぬ。それより国王。もし私の願いを叶えてくださるお気持ちがおありでしたら、あの美しい獣を所望いたします」

『ウラル、何、言ってるのよ。あんな大猫もらって、どうするつもりっ？　爪も牙も鋭いのよ。獰どう猛もうそうじゃない』

　シーナが何を言っても、口は勝手に動いてしまった。

　ゴート王は、不思議そうな顔をして、そんなシーナを見つめている。

「賞金はいらぬと言うのか？」

「はい。騎士の身分にふさわしい給金をいただけることになっておりますし、眠る場所と食べるものがあれば、他には何も必要ありません」

「なのにあの獣はいるのか？　あれは南の国の王に献上されたものだ」

「……」

『ほらね。ゴシュラムにいっぱいいるような生き物じゃないのよ。どうするつもり』

『だったら大きな犬か、子豚でも貰え。どっちかというと、豚はいやだが』

『何で』

『容れ物……』

「あっ……」

　シーナをじっと見つめていたゴート王は、おかしそうに笑いだした。

「不思議な男だ。何を考えているのか、表情がくるくると変わる。美しい少年かと思えば、世慣れた男のようにも見える」

「しっ、失礼しました」

「それではこうしよう。メイデン子爵とは、勝負がついていない。乗馬で負け、組み手では勝った。それでは五分五分だ。私は負けるのが嫌いなんだ。見かけたところ、貴殿もそうだろう？」

「いえ、そんなことは……」

　負ける悔しさはいっぱい知っている。勝つ楽しさも知っていたが。

「私が王であることを忘れて、一人の男として、何か勝負を仕掛けるがいい。どんなものでも、私は逃げない。受けて立つ」

「それでは……」

　蜂蜜パンの早食い競争。そう、言いかけたシーナの口は、別の言葉をしゃべっていた。

「ワインで……どちらがより飲めるか、競いましょう」

　二人のやりとりを、興味深げに見ていた貴族達は、顔を寄せ合ってひそひそと話し合う。

　まさか王に対して、酒飲み競争を申し出る騎士がいるなど、誰も思い浮かばなかったのだろう。

　ゴート王は愉しそうに体を揺すって笑いだした。

「おかしな男だ。よかろう。それでは、このうんざりするくらい退屈な、儀礼の時間が終わったら、メイデン子爵と腰を据えて飲むことにしよう」

「勝ったら、あの獣をいただけますか？」

「よかろう。王に二言はない。賞金は賞金として受け取れ。あの獣を飼うには、新鮮な肉が必要だ。思ったより金がかかる生き物だからな」

　ゴート王が手招きすると、肌の黒い従僕は、苦労して獣を引きずってきた。

　獣は咆哮を上げて、辺りを威い嚇かくする。その声は猫より大きく、動きは狩りに使う犬よりはるかに俊敏そうだった。

「何という種類の猫ですか？」

「猫ではない。豹ひようだ。これは特別な白い被ひ毛もうをしているらしい。南の国にも、そうはいないということだ」

「白豹……」

　豹はシーナを見て、大きな口を開いてワーオッと吠ほえた。

『馬鹿ね、ウラル。賞金で犬でも飼えばよかったのに』

　馬や犬の相手をしたことはあるが、こんな大猫は初めてだ。猫などというものは、年寄りの貴婦人が膝にのせておくか、鼠ねずみの多さに困った農家が飼うものだとばかり思っていた。

『犬とは違う。人に媚びていない。獣の王子らしく、人間に囲まれていながらも、自分の姿を誇っている。素晴らしいじゃないか』

『……』

『俺達と同じだ。異国の地に、たった独りでやってきて、それでも自分を見失わず、戦うことを忘れない。それに……犬よりはるかに美しい。俺は寄生生物だが、できるなら美しいものに入りたいんだよ』

　シーナの体は、勝手に白豹に近づいていった。そして手が自然と、白豹に伸びていた。

　貴婦人の間から、悲鳴が上がった。誰もが、メイデン子爵は嚙まれると思ったのだ。

　けれど獣は嚙まなかった。それどころか、シーナの姿に目を細めて、猫のように喉をごろごろと鳴らしたのだ。

「美しい獣。今すぐに、ゴート王より奪ってみせるから、もう少し、おとなしく待っておいで」

　ウラルはどんな生き物とでも心を通わせられる。それには何も相手の体内に入る必要はないのだ。寄生するために必要なのだろう。近づいてくる生き物を安心させる、不思議な能力がウラルには備わっていた。　

　貴族達の間に、またもやどよめきが起こる。宮廷内にいる人々は、もうシーナから目が離せなくなっていた。

　武術大会で優勝したかと思えば、その前日には都の市で、揚げパンの早食い競争で優勝している。それだけでも話題性が充分なのに、その姿は、金色の髪をした天使のように美しい。

　シーナの目の色に合わせたのか、用意された衣装は深いエメラルドグリーンだった。シャツにつけられたレースには、金糸で刺し繡しゆうが施ほどこされている。華やかなシャツが、シーナの健康そうな肌の色に、よく似合っていた。

　年頃のレディ達は、そわそわし始める。そして侍女に命じて、家紋入りのハンカチを用意させ始めた。みんなメイデン子爵が側を通った時に、その前にハンカチをさりげなく落とす気満々なのだ。

　堅苦しい儀礼の時間。ゴート王がそう呼んだ時間は終わった。ゴート王は頭から王冠を外すと、玉座を下りてきた。そして従僕に命じて、シーナとワインを飲むための席を用意させた。

「ワインの前に、失礼して少し食事をさせていただきます」

　シーナにとっては、ワインより料理のほうがはるかに気になる。さすがに宮廷内だけあって、腹に詰め物をしたガチョウや子豚の丸焼きが置かれていた。

　それに蜂蜜をたっぷり掛けたナッツ入りの揚げパンや、フルーツを飾ったタルトなどがこれでもかとばかりに並んでいた。

『ウラル、私はワインなんて飲めないのよ。どうするつもり』

『任せておけ。しかし、目覚めてから初めてのワインだな。時代が進んだんだ。醸造技術も進んだだろう。どれだけうまくなっているか、愉しみだ』

『酔わないでね。お願いだから、酔ったみっともない姿なんて、人に見せないで』

『わかってる。それより早く食べろよ』

「……」

　シーナは黙々と食べ始めた。

　ウラルがいる間は、ともかくお腹が空く。食べても、食べても、みんなウラルに吸い取られていくようだ。

「メイデン子爵。見かけによらないとは、まさに貴殿のことだな」

　鶏肉を口にしたまま、シーナは声に振り返った。見るとジュードが、呆れたようにシーナを見ている。

「美しい男なのに、大食いのうえに大酒飲みなのか？　ゴート王はかなり飲む。宴席で王が酔った姿なんて、誰も見たことがないぞ」

「ごひんぱい、ありがろう」

　むしゃむしゃと食べながら、シーナはジュードに笑顔を向けた。

「悔しいね。今や宮廷内の人気を独り占めじゃないか。レディ達がそわそわしてるぞ。忠告しておく。貧乏貴族の姫のハンカチは拾うな。お薦すすめは、そうだな。少し不細工だが、あの瘦せてるレディ・ソフィアは大金持ちの侯爵家の娘だ」

「ひや、にょせいに、興味はない……」

「……女より食いものか……」

　恋なんてできる状態ではない。もし許されるとしても、シーナが欲しい相手は、決して手に入らないゴート王だけだ。

　シーナは自分の気持ちを誤魔化すために、さらに美食に逃げる。

「レディ騎士は、来てないのか？」

　蜂蜜パンを五つ、続けて平らげてからシーナはジュードに聞いた。

「いるじゃないか。気がつかなかったのか？」

「……」

　ドレス姿で来るとばかり思っていたシーナは、同じように男の姿でいるレディ騎士を見て驚いた。

「もったいない。とても美しい姫君なのに……」

「ほうっ、あんな気の強い女が好みか。だったら組み手で戦ってみろよ。それで勝ったら、おとなしくドレスを着てくれるかもしれないぞ」

　ジュードは苦笑いしながら言った。

「女性に興味はないよ」

「へぇーっ、じゃあ、ハッシュウィルの男達みたいに、男に興味があるのか？」

　にやにやしながらジュードは訊く。シーナは軽く、その足を踏んづけた。

「そういう興味は、私にはない……それよりハッシュウィルという国は、どんな国なんだ。何度か名前を聞くが、私はその国をよく知らない」

「……噂じゃ、隣国のウラルに攻め込んで、一日で制圧したってことだ。ウラルの国境にはハッシュウィルの軍隊がいて、逃亡者も侵入者も厳しく取り締まっているらしい。そのせいで、何の情報も入ってこない」

「……」

「ウラルの王族も、全員殺されたみたいだ」

「ゴート王は……隣国の救援に向かうだろうか」

　甘かった蜂蜜の味が消えていく。せめて民だけは、安全な隣国に逃げてほしいと思ったが、ハッシュウィルの冷徹王子、ハイルはそれを許さなかったようだ。

「隣国に軍隊を送るのは難しい。ゾエラ山の山脈を越えていかないといけないからな。それに下手に援軍を送ったら、今度はハッシュウィルと敵対することになる。ハッシュウィルがどんな国か、知らないんだっけ」

「ああ……知らない」

「神のいない国。神を持たない国。力ある者だけが、生き残る。そんな国だ」

　本当はハッシュウィルのことは知っている。自堕落な王宮では、従僕はすべて奴ど隷れい扱いだ。女も男も無関係に陵りよう辱じよくし、都では淫売宿が堂々と呼び込みをしていた。

　国土のうち、海に面しているのはほとんどが荒れ地だ。そのせいで民の生活は厳しい。ただ山に金鉱があるから、その金鉱の採さい掘くつ権を持つ王族だけは、豊かに暮らしているということだ。

「無敗軍団。第一王子のハイルが指揮する軍隊だ。残酷な殺さつ戮りく軍団だということだ。できれば、俺もそんなやつらと戦いたくはないね」

「隣国の人間が困っているのに？」

「自国の民が大切だろう。それが普通じゃないのか？」

　ジュードを責められない。確かにそのとおりだ。シーナだって、もしゴシュラムが先にハッシュウィルに攻め込まれたとしても、兵を挙げて助けに向かったか自信がない。

　民が豊かに暮らせるようになって、ほんの数世紀しか経っていない。未だに大勢の民が飢えている国もあるのだ。

　国といっても、そんなに強大な力を持った王ばかりではなかった。数年に一度、近隣の王達が集まって和平のための話し合いを持つが、それすらも出ない王がいる。

　ハッシュウィルの王がそうだった。

「どうした。暗い話で食欲がなくなったか？」

　もしかしたら殺されている民がいるかもしれないのに、男の服とはいえ、着飾ってご馳ち走そうを食べている。それがシーナには、とても罪深いことに思えた。

『シーナ、ゴート王に気に入られろ。そうすれば何もかも打ち明けた後で、力になってくれるかもしれない。この男の言うとおりだ。誰だって自分の身が可愛い。王だって、自国の民を危険にさらすことはできれば避けたいだろう』

「……」

『そのために食って、飲む。いいな。悩んでる時間はないぞ』

『そうね……』

　でも本当は、ワインが飲みたいだけなんでしょと、ちらっとシーナは意地の悪いことを考える。どうせウラルには、シーナの考えていることなんて、すべて読まれてしまっているのだから。

「なぁ、レディ騎士は、酒が飲めると思う？」

　ジュードが顔を寄せて訊いてくる。

「……さぁ、どうだろう。レディは酒を飲む練習なんてするものじゃない」

「ふーん。だったら俺達も相打ちだったことだし、勝負を持ち掛けてみるかな」

　大広間には、地下の貯蔵庫から特製の樽たるが用意されて置かれていた。

　ゴート王は上着まで脱ぎ、飲む用意を始めている。シーナもその横に座り、上着の釦を外した。

「メイデン子爵は、かなりの健けん啖たん家かだな。あれだけ食べて、まだ飲めるのか？」

　少し呆れたように言われて、シーナは真っ赤になった。がつがつと食べているところを、しっかりと見られてしまったようだ。

「食べますし、飲みます。次に、いつ食べられるかわからないので……」

「美しい顔に似合わぬ面白いことを口にする。本当におかしな男だ」

　愉しそうにゴート王は、従僕に命じて杯さかずきを用意させた。

「そんな小さいのでは駄目だ。もっと大きなものを」

　乾杯用の洒しや落れた杯を遠ざけて、ゴート王は水を飲むための大ぶりなものを用意させた。

「それではメイデン子爵。勝負とまいろうか」

「はい……いただきます」

　これはワインじゃない。ただのブドウのジュースなのだ。そう思うことにして、シーナは一気に飲み干した。

『うーむ、うまい。ゴシュラムのブドウは、実にいい。シーナ、お願いだから、もっとゆっくり飲んでくれ』

『そんなことしたら負けちゃうでしょ。見なさいよ、ゴート王のあの飲みっぷり。負けたら、容れ物なしよ。鳥にでも入るしかなくなるわ』

『鳥は狭い……あいつら、脳が少ないし……』

　おかしなもので、どんなに飲んでも酔いはやってこない。昔、アレンとミトリで、王宮の厨ちゆう房ぼう地下にある酒蔵で、隠れてこっそりとワインを飲んだことがある。

　子供だったから、三人とも酔ってその場で寝込んでしまった。乳母のカンナに、思いきり叱しかられたことが昨日のように思い出された。

　シーナが一杯空けると、続けてゴート王が空ける。そうして二人は、何杯も同時に杯を重ねた。

「美貌の騎士。どうして酔わない。その腹は樽か？」

　ゴート王はついに苛ついた口調で言った。

「酔っております」

　何だかウラルの様子がおかしい。頭の中では、見たこともない情景が浮かんでは消えていく。　けれどシーナの頭は、まだまだ酔いを感じていなかった。

『ウラル、酔わないで。酔ったら駄目だってば』

『わかってるって』

　とはいうものの、ウラルは人間でいうところの酔っている状態だった。

「国王陛下に問います。王とは何か。なぜ、民の作り上げたものを搾さく取しゆして、玉座に座れるのか。人は皆、本来、同じように富を受け取れる資格があるのではないか」

　酔ったとはいえ、とんでもない暴言が飛び出した。けれどシーナには、ウラルを止めることはできない。

「国はどうして別れたのか。神はこんなに無数の小国の乱立を、果たして望んだだろうか」

　ゴート王は飲むのをやめて、シーナをじっと見つめた。

「私が酔ったか、そんな問答で確かめたいのか。だったら答えよう。王は、いざという時には戦って民を守る。国に命を懸けるのが王だ」

「兵も同じように命を懸けます」

「だが王が殺されれば、戦いは終わる。王、すなわち国なのだ。富を同じように分けるというのは理想だが、より働く者が、より多く富を手に入れるのは、仕方のないことだ」

　シーナはウラルを黙らせようと、口を強く引き結ぼうとするが無駄だった。

「小国を統一し、大国にしたとしよう。そうなると中でまた醜みにくい権力争いが起こる。そして強大な支配者は、民を人間として顧かえりみなくなるものだ。それぞれの国が、それぞれの特徴を生かし、平和理に並び立つのが望ましい」

　ゴート王はそんなシーナに構わず、とうとうと持論を語った。

「国王陛下は国のために、命を懸ける覚悟があるのですね」

「ある」

「では……迫りくる脅威のために、提案いたします。ハッシュウィルとの国境を強化なさい。増兵して、足の速い馬と屈強な若者を常に配備しておくべきです」

　シーナ、いやウラルの言葉に、貴族達の間にどよめきが広がった。

「メイデン子爵……それは……ここで口にするべき話ではない。後ほど……」

「はい……後ほど」

　言いたいことを言ってしまうと、またもやウラルはワインの杯に手を伸ばした。

『ウラル、あんなこと言ったら、私が誰かばれてしまうじゃない』

『シーナは平気なのか。ウラルの民の苦しみが、ここでも再現されるかもしれないんだぞ。なのに武術大会や祝宴でわいている。思い出せ。ハッシュウィルの無敗軍団に攻め込まれた時を』

　酔えないと知りつつ、シーナも思わず杯に手が伸びた。

　ゴート王はまだ何も知らされていないだろうか。だからハッシュウィルに対して、警戒することはないのか。

「そんなにあの獣が欲しいのか？」

　新しく注がれたワインを眺めながら、ゴート王はうんざりとした口調で言った。

「欲しいです。国王……陛下」

「ゴートと呼んでいい。名前を呼ぶのを許すのは、特別な者だけだ」

「私は……特別ですか」

「あんな質問をするから、酔いが急に回った」

「私もです」

　おかしい。どうやらウラルも酔ったのか、完全に沈黙してしまった。そのせいか、シーナ自身が酔っている。

「ゴート様。私の勝ちにしませんか……」

　くるくると世界が回り始めた。シーナはゴート王が杯を伏せたのを確認すると、ゆっくりとテーブルに突っ伏した。








◆◆◆






『姫様、そんなところでお休みになったら、風か邪ぜを召されますよ。さっ、さっ、ベッドに入られて。お召し物もお寝間着にお着替えになって』

　カンナの手は、シーナの体に触れる時、いつだって優しい。だからつい甘えてしまう。

「……カンナ……」

　その手を握ろうとして、シーナは手を伸ばした。すると優しい手が、握り返してくる。

「……夢？」

　何もかもが夢だったのか、それともこれが夢なのか、シーナはうっすらと目を開き、自分の手を握ってくれている人の顔を間近に見て、慌てて飛び起きた。

「えっ！」

　華やいだ色のカーテンが下がっている部屋だった。何とも甘い匂いが充満している。ベッドはふかふかで、シーツはつるつるとした上質の絹だ。

　そしてカンナだと思っていたのは、豊満な乳房が今にもこぼれ落ちそうなドレスを着た、若い女だった。

「ここは……」

「金色の子爵。お目覚めですか？」

　シーナが目覚めたと知ると、別の女性が三人、新たにシーナのベッドに這はい上がってくる。

「ゴート王は？」

「王様でしたらあちらに」

　浅黒い肌をした美女が、大きなベッドの中央で、半裸の姿になって眠っているゴート王を指し示した。

「あなた達は？」

　いくらシーナでも、肌も露わなドレス姿で媚びた様子をする女性達に囲まれれば、ここがどういう場所かは想像がつく。

「あちらに温かなお湯が溢れる泉がございます。子爵、私達と一緒に入りましょう？」

　四人の美女は、それぞれ手を伸ばしてきて、シーナの服を脱がせようとする。

「まっ、待ってください。離して」

　逃げようともがくシーナの姿に、女達はくすくすと笑いだした。

「怖がらないでくださいな。可愛い子爵様」

「綺麗な髪……美しい瞳……ああ、子爵様に恋してしまいましたわ」

「私達の中で、誰がお好み？」

　ほとんど同時に、女達はしゃべりだす。

　シーナは彼女らを払いのけて、ベッドから転がり落ちた。

「ゴート様、ゴート様」

　両脇に美女が添い寝しているのも構わず、シーナはゴート王の眠るベッドに近づき、その体を大きく揺すった。

「んーっ、何だ？　もう酒が抜けたのか？　悪いが、私はまだ眠い」

「眠い!?　だったらご自分の部屋で休まれたらどうです」

　だがゴート王は、隣の美女に抱きついて、また眠ってしまう。

　ゴート王は薄いシルクのタイツ一枚という姿だ。ほとんど裸同然の姿を見て、シーナの顔は真っ赤になった。

　殿方の裸など、レディは見るものではないと教えられた。婚姻した後でも、あからさまに興味を持って見てはいけない。そう躾しつけられたシーナにとって、ゴート王の姿は決して直視してはいけないものだった。

「ゴート様、ゴート様ったら、起きてください。ここはどこですか」

「城内だから安心しろ。そんなに元気があるなら、もう少し、遊あそび女め達に可愛がってもらえ」

「あなたは……あなたという人は……」

　シーナの心の中に、ふつふつと怒りがわいてきた。

　大人の男が、婚姻とは別の形で女性と愉しむというのは知っている。それを許せるかとなると、ゴート王の場合は許せない。

　あんなに美しい許嫁がいるのだ。なのに遊び女と婚姻前にこんなことをしているなんて、許嫁のレディ・サナに対する侮辱だと思えた。

「見損ないました。私は、これで失礼いたします」

　はだけた胸元を、シーナは慌てて直す。そして足音も荒々しく、この部屋を出ていこうとした。

「待ってくれ。ラウル、ラウル・メイデン。何をそんなに怒ってるんだ」

　ゴート王はベッドの上にゆっくりと体を起こし、乱れた髪をかき上げる。そんな姿さえも、男の魅力に溢れていて美しい。だが今のシーナには、そんな美しさも意味はなかった。

「もしかしてラウルは、女を知らないのか？」

「ええ、ええ、知りません。知りませんとも」

　どんな騎士よりも、女性の体についてはよく知っている。シーナと同じくらい知っている騎士といったら、レディ騎士だけだろう。

　けれどラウル・メイデンは、女など知らない。

「だったら教えてもらうといい。彼女らは優しいぞ」

　遊び女達は、またもやしなをつくってシーナを手招いた。

「ゴート様、いえ、国王陛下。許嫁がありながら、他の女性と愉しむというのは、これは立派に不貞です。私には許せません」

「ラウルはまだ子供なんだな」

　困ったように笑われて、シーナの頭にさらに血が上った。

「国王陛下」

「ゴートでいいと言っただろ」

「いいえ、国王陛下。もう親しげにお名前を呼ぶ気にもなれません。レディ・サナに対して、限りない非礼をしているだけではない。この女性達にも、あなたは大変に失礼なことをしているのですよ」

　怒りだしたら止まらない。

　自分が間違ったことを口にしているとも、シーナは思っていなかった。

「彼女らにだって、本当の相手をつくって、婚姻を結ぶ資格があるんです。なのにあなたの身勝手な欲望のために、彼女らはここにいる。金を払えばいいだろうというのは、権力者の傲ごう慢まんです。これではハッシュウィルの愚おろかな王と、していることは何ら変わらない」

「……」

　さすがにゴート王の顔色も変わった。言い過ぎたかなとシーナは思ったが、ここで追い出されてもいいから本音をぶつけてしまいたかった。

「いいんですか？　国が危機に陥おちいるかもしれないこんな時に……、もう結構です。非礼は詫びません。その代わりに、ただちにこの城から出ますので」

　自分の愚かさに、シーナはさらに腹を立てた。

　ゴート王が自分の欲望に忠実だからといって、悪い王だとは言えない。なのに潔けつ癖ぺきなシーナは、そんなことが許せず、せっかく親しくなれたというのにゴート王との関係を清算してしまうつもりなのだ。

　アレンだったら、男同士としてゴート王の気持ちを理解してあげられたのだろうか。

　部屋を出ると、オズベルトが扉の側に足を抱えて蹲っているのが見えた。

「オズベルト……すまない。待たせたか？」

「……子爵様……」

　オズベルトは立ち上がると、慌てて袖口で目元を拭った。泣いていたのかと、シーナは優しくオズベルトを抱きしめた。

「酔って眠ってしまった。愚かなやつだと思っただろうね？」

「王様が、こちらに子爵様を運ばれました」

「国王陛下が？」

「はい。ご自分で肩に担かつぎ上げられて」

「またもや私の負けか」

　ウラルの気配が消えてからというもの、酔いはシーナも襲った。目が回り、何も考えられなくなったところまでしか覚えていない。

　ゴート王は先に杯を伏せたが、実はまだ飲めるだけの余裕があった。それでもシーナに勝ちを譲ったのだ。

「オズベルト、私のことはいいから、自分の部屋に戻っていいんだよ」

「いえ、従者は子爵様のお部屋に、住まわせていただけることになっております」

「なら、先に戻っていればよかったのに」

「……部屋に、あの恐ろしい獣がいるんです」

　約束は守られたのだ。あの美しい白豹は、シーナとウラルのものになった。

「オズベルト、せっかく仲良くなれたのに、残念だ。私は、城を出る」

　自分に与えられた部屋が近づく頃、シーナはオズベルトに打ち明けた。

「そんな……」

「国王陛下に何度も失礼なことをした。もう臣下になる資格はない」

　やはりアレンを捜すべきだった。もしアレンまで死んでいたら、たった一人でも王族として名乗りを上げて、ウラルの兵達を呼び寄せよう。死を覚悟して、本気で戦うつもりだった。

「あの美しい獣は連れていくから、安心していいよ」

「僕もお供します」

「いや、ここにいなさい。オズベルトはゴシュラムの人間なんだから」

　部屋の扉を開くと、美しい獣はシーナのベッドの上に寝そべっていた。

　首には宝石を散りばめた、美しい革製の首輪をしている。そこに鎖がついてはいたが、どこにも繫がれていない。

『ウラル、起きて。まだ酔っぱらってるの』

『……』

『白豹をどうするつもり!?　私、あれを連れて、今から城を出るんだから』

『怖がることはない。あいつとはもう仲良くなった。それより、俺が気持ちよく酔っている間に、何だって、城を出るって』

　シーナはベッドに近づき、白豹の横に座った。すると白豹は、猫のように喉を鳴らして、シーナに体をこすりつけてきた。

「いい子だね。いい子だ」

　懐かれた嬉しさに、シーナは白豹の体をぎゅっと抱きしめた。

『ふーん、またまたお嬢ちゃんらしい、馬鹿なことを言ったもんだ』

『馬鹿なことじゃない……』

『そうか？　シーナは妬やいてるんだろ。ゴート王が自分の相手をしてくれないから、苛々してるんだ』

「ウラル！」

　思わず口に出してしまった。オズベルトはきょとんとして、シーナを見ている。

「子爵様、僕はオズベルトです」

「いや、違う。この獣の名前を思いついたから、口にしてみただけだ」

「ああ、そうなんですか。でも、ウラルは隣国の国名ですよ。噂によると、ハッシュウィルに攻め込まれて、あっという間に陥落したということですが……」

「オズベルト、その話は誰に聞いた？」

　オズベルトはそっと扉の外を窺い、声を潜めて言った。

「ウラルとの国境になっているゾエラ山から流れてくる川に、ウラルの兵士の遺体が浮いていたんですって。ハッシュウィルを通って、ウラルに向日葵油を売りに行っていた商人も、通行禁止を言い渡されたそうです」

「そうか……」

「戦争でしょうか？　でもウラルは平和な小国だったと聞きます。ハッシュウィルと争うようなことなんてなかったでしょう？」

　そうなのだ。争う理由は何もなかった。なのに何の前触れもなく、いきなり無敗軍団が侵攻してきて、数少ない精鋭の騎士達を薙ぎ払い、王と王妃の命を奪ったのだ。

「ハッシュウィルはゴシュラムも攻めてくるんでしょうか？　子爵様、昨日の祝宴で言っていらしたのは」

「もういいんだ、オズベルト。私はただの旅の騎士。王にあんな進言のできる立場ではなかった」

「そんなことはありません。子爵様、もしかしたら、魔法を使われるのですか？　だったら僕にも教えてください」

「魔法？」

　そのとおり、魔法だ。女を男に変え、獣の心をとらえ、大酒を飲める。

　けれど一国を救うだけの力はなかった。

「荷といっても、白豹にあの半分の球。それに剣と甲冑と兜だけ。出ていくのは身軽なものだ」

　シーナはそれまで着ていた服を脱ぎ、自身が着てきた汚れた服に着替えようとした。

「私の服は？」

「採寸のために持っていってしまいました」

「では、この華やかな衣装で出掛けるか。衣装を一枚持って出たくらいでは、国王陛下もお怒りを増すことはないだろう」

「僕も、僕も連れていってください」

　その時、ノックもなくいきなり扉が開かれた。

　シーナとオズベルトは、同時に扉を見る。

　そこには身み繕づくろいを終えたゴート王が、困惑した表情で立っていた。

「ラウル。何をしている」

「城を出る支度をしております」

　白豹はゴート王に対しては、あまり親近感を持ってはいないらしい。オズベルトに対しては唸うならなかったのに、ゴート王には低い、威嚇するような唸り声を上げた。

「ウラル。国王陛下だ。礼を失することのないように」

　シーナは白豹の鎖を、ベッドの足に縛りつけた。

「この獣と、身に纏った衣装だけはいただいてまいります」

「誰が出ていけと命じた」

「打ち首になさいますか」

　ゴート王は室内に入ってくると、白豹を睨みながら、両手を胸の前で組んだ。

「ラウル、いや、メイデン子爵。貴殿はあれか、私の婚約者のレディ・サナに対して、何か特別の思いこみでもあるのか？」

「とんでもありません。ただ私は、レディ・サナがもう婚姻に適したお年頃でしょうに、きちんとした婚姻も結ばず、そのままになさっている国王陛下のいい加減さが許せないだけです」

　あ、また言い過ぎたと思ったが、もう遅い。ますます取り返しがつかなくなっている。

「レディ・サナは、産まれた時から私の許嫁なんだ。この城に引き取られて、一緒に育った。私にとっては、妹のような存在だ」

「そんなことは、遊び女と戯たわむれる言い訳になりません」

「手厳しいな、メイデン子爵」

「女性の身になってお考えください。レディ・サナも、きっと婚姻を待ちわびておいでです」

　そうやって婚姻を勧めながら、シーナの心はちくりと痛む。

　どうして相手が自分ではいけないのかと、恐ろしい考えが胸を過よぎった。

「それじゃあ、どうやったらあの手厳しいレディのご機嫌をうかがえるのか、詳しく教えてくれ。サナは私には決して微笑まない。どうやら嫌われているらしいんだ」

「それはあなたが、遊び女なんかとあんなことしているからですよ。いいですか。女というものは、自分だけを愛してもらいたいものなんです」

「ほうっ……」

『ほうっ……』

　頭の中まで、同じ反応が聞こえて、シーナはむすっと押し黙る。

「一人の女性も幸せにできない男が、大勢の人間を幸せにできると思いますか？」

「うーむ、ますます手厳しいな」

『ああ、手厳しい。そんなことじゃ、シーナ。いい殿方を見つけるのは難しいぞ』

『ウラル、黙ってて……』

「微笑んでほしければ、誠意を示すことです。たとえ兄妹のようだといえ、レディ・サナは王妃になるべく育てられたのでしょう。他に生きる手だてのない女性を、国王陛下としてだけでなく、男としても責任を持って愛するべきです」

　シーナは思っていることをすべて言ってから、深くため息をついた。

「メイデン子爵。城を出るなどと言わないでくれ。この城には、貴殿のように、何の忌き憚たんもなく、私に進言してくれるような者がいない。私にはメイデン子爵のような盟友が必要だ」

「私のような者で、本当によろしいのですか」

「今は特に厳しい情勢だ。強い騎士を、一人でも多く抱えたいのが本心だ」

「……」

「メイデン子爵、私に、他に何か言いたいことがあるのではないか？」

　ゴート王は、シーナを射るような目で見つめて言った。

「いえ……ウラルの国がハッシュウィルに攻め込まれた噂を、旅の途中で聞きました。それだけが、昨夜、お伝えしたかったことです」

　その攻め込まれた国の王族だと、どうしても言えない。

　なぜなのか、シーナにもわからないから、これはきっとウラルの意志なのだ。








◆◆◆






　ゴシュラムでの新しい生活が始まった。シーナの仕事は、ゴート王の警護だ。

　一日中、ゴート王の側にいる。そして夜になると、鍵をかけて自室で眠る。眠っている間だけウラルは白豹に乗り移るので、眠っている姿は誰にも見せられない。

「国境の警備を強化した。ハッシュウィルの動きは、確かにおかしい。国中に触れを回して、民からも兵を募っている」

　ゴート王は執務室で、シーナと腹心の臣下を相手に、地図を広げていた。

「ウラルには急襲を仕掛けたのだな。王と王妃は亡くなり、王族は離散。元々平和な国で、兵の数は少ない。騎士団は離散し、ウラルに残っている者はほとんどいないということだが、無理もない。ハッシュウィルの残党狩りで、命を落とすことになるからな」

　ここ数年、戦争などなく平和だったのはゴシュラムも同じだ。居並ぶ腹心の臣下も、皆、複雑な表情を浮かべている。

「まずは近隣諸国の王に使者を送り、同盟を結ぶための会議を設ける必要があるかと思われますが」

　外務大臣が提案した。

「民からも兵を募り、国防力を強化すべきだと思います」

　内務大臣が提案する。

「メイデン子爵、何か意見は？」

　ゴート王は、こうして重要な会議でも、必ずシーナの意見を訊いた。

　答えるのは、いつもウラルだ。城の中で大切に育てられたシーナには、政治のことまではよくわからない。

　けれどウラルは、いろいろなことを知っている。

　何しろ神なのだから。

「ただ増兵したところで、所詮、素しろ人うとの集まりです。いざとなった時に、無駄に民を犠牲にすることになってしまうでしょう。集めるのには年齢の制限を設け、さらにたとえ民といえども、一家の長や、たった一人の跡取り息子などは避けるべきです」

　シーナの言葉に、臣下達は耳を傾ける。もっと何か素晴らしいアイデアが出るかと、期待しているようだ。

　期待に応えて、シーナは続けた。

「民から増兵するのと同時に、騎士も新たに集めるべきです。武術大会には百人以上の騎士が、陛下に仕えたいと望んで集まりました。彼らをもう一度召喚し、新たに騎士団を作るのです」

「武術大会の出場者のほとんどは、賞金が目当てだ。期待するような、国への忠誠があるだろうか」

　ゴート王は疑問を口にする。

「活躍次第では、報賞金を出せばいいだけのことです。それに騎士というものは、自分の強さに誇りを持っています。自慢の腕を生かせる場所があれば、喜んで戦うでしょう」

　シーナは今度は内務大臣に視線を向けた。

「ゴシュラムの財政がどのようなものか、私のような新参者が口にするのも失礼かとは思いますが、祝宴などの金のかかる行事は、今後はしばらく自じ粛しゆくすべきでしょう。民からの増税を必要とするようなら、まずその前に、宮廷がその暮らしぶりを質素にして、見本となるべきです」

「当分、祝宴の予定はない」

　ゴート王は苦笑しながら言った。

「あるとしたら、私の婚姻くらいのものだが……」

　自分からレディ・サナとちゃんと結婚しろと言ったシーナは、その一言で口元を歪めた。

　戦を理由に、婚姻が延びる。それはシーナにとっては、嬉しいことかもしれない。もう少しの間だけでも、シーナはゴート王をこうして独占できるのだ。

　いや、それより一日も早く、世界を正常な状態に戻して、ゴート王に幸せな婚姻を結んでもらうべきだとも考える。

　複雑な思いに取とり憑つかれて黙ってしまったシーナに、続きを促うながすようにゴート王は軽く咳払いをした。

「騎士団には、特別な強化訓練を施します。そしてさらに騎士に民から募った民兵を与えて、それぞれの部隊を編成します」

「いや、そんな軍事訓練は、誰がやるのかね」

　内務大臣は不安そうに訊いた。

「私でよければ」

　皆を安心させるように、シーナは力強く言った。

「ハッシュウィルの無敗軍団は、かなり訓練されています。噂によると、ハッシュウィルの第一王子は、五年かけて無敗軍団をまとめ上げたといいますから。しかも彼らは、爆薬などを使った、新しい武器の遣つかい手でもあります」

「待ってくれ。どこでそんな情報を仕入れた」

　ゴート王に訊ねられても、シーナには答えられない。知っているのはウラルだからだ。

「ここに来るまでの、旅の間に……」

　けれど誰もがシーナの言葉をそのまま信じたわけではなかった。

　シーナが魔法使いだという噂が、城内で広まっている。獰猛な獣を一瞬で懐かせたり、夜になると決して姿を見せないのも、噂を大きくしているようだ。

　誰も本物の魔法使いなんて知らない。魔法使いを名乗っていても、せいぜい水晶玉で恋占いをする程度がほとんどだった。

「爆薬は、城壁すら簡単に砕きます。無敗軍団の攻撃力を弱めるには、まず、ハッシュウィルが貯蔵している爆薬を使用できなくすることが最優先でしょう」

「そんなこと誰ができるのだ」

「ハッシュウィルに侵入し、武器庫を急襲すればいいことです。爆薬がなければ、いくら無敗軍団とはいえ所詮人間、戦っている間には、負けることもあるでしょう。そうなったら二度と、無敗軍団とは呼べなくなりますが」

　シーナがあまりにも堂々としているので、不可能なことでも可能になりそうな気がするのか、臣下達の顔から不安は消えてきた。

「ただし、この作戦は、相手側が攻撃を仕掛けてこない限り使えません。こちらから戦を呼び込むことはないですからね」

「仕掛けてくるだろう。ウラルを最初に狙ったが、ハッシュウィルの本当の狙いはゴシュラムだと私は思う。肥沃な土地が少ないハッシュウィルにとって、豊かな生産力を誇る我が国は、魅力ある領土のはずだ」

　ゴート王の言葉に、臣下達は深く頷いた。

「ハッシュウィルの土地が貧しくても、別の産業でいくらでも豊かになる方法はあります。荒れた山肌の下には、豊富な鉱物資源や石炭があり……」

「石炭とは何だ」

「あっ……ええーっと、そうか、まだ石炭の利用はないんだな」

　ウラルは失敗した。眠っていた間に、自分がどこまで人々に教えたのか忘れてしまったようだ。

「燃える石のことです。大昔に死んだ木が石になったものですが、燃やすと高熱を出すので、鉄を作るのに使えるんですよ。そうか、もしかしたらハッシュウィルは、すでに石炭を使用しているのかもしれない」

　シーナは考え込む顔になった。

『ウラル、何を言ってるのか、私にもわかるように説明して』

『俺にも教えたくないことはあるんだ』

　ウラルから悲しみが伝わってきて、シーナは驚いた。そんな感情をウラルが示したのは、初めてだったからだ。

『今くらいの文明レベルのほうが、人は幸せに暮らせる。余計なことを知ると、人はいずれこの地に溢れ、無駄な戦いを繰り返すようになる。だが俺は、すでにたくさんのものを与えてしまった。もう、文明の進化は止められない』

「メイデン子爵、急に黙り込んでどうしたんだ？」

「申し訳ありません。騎士とは何か、つい考えてしまいました。殺戮はできるだけ避けたい。たとえハッシュウィルの兵でも、私は人殺しはいやです」

「それは誰でも同じだ。人を殺さねばならないようにし向けるのは、施し政せい者しやだろう。私はそんな施政者になりたくない」

「……」

　ゴート王は国内の地図を見ながら、憂ゆう鬱うつそうな顔をした。

「この部分がハッシュウィルとの国境だ。ゴシュラムはもっともハッシュウィルと隣接している国だから、すべてを警戒するのも難しい」

「税を少なくするのを条件に、そこに住んでいる民に、自主的な警備を頼んだらいかがでしょう。その際には、はっきりとハッシュウィルの脅威を教えるべきです。国を守るのは王の務めかもしれないが、王が変われば自分達の生活も変わるという自覚があれば、民も本気になるでしょう」

「次から次へと、いろいろな案がよく出るものだ。メイデン子爵が国王となったら、さぞやよい施政者になるだろう」

　やはりゴート王の目には、シーナを疑っている色が濃厚だった。

　それはそうだろう。ウラルの王族、金の髪をした美しい双子の王子と王女の噂を、ゴート王だって知らないはずはない。

　王族はすべて殺されたと噂になっているが、あくまでも噂だ。

　だがゴート王も、シーナから告白されなければ、何も手を差し伸べられないのだ。

　今告白されても、手を差し伸べてくれるかもわからない。何しろゴート王は、まず自分の国を、あの恐るべき無敗軍団から守らねばならないのだから。
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　国中に触れが回った。

　国王は、新たな騎士団に加わる、優秀な騎士を求める。そんな内容の貼り紙が、方々で人々の目を引いた。

　募集してきた騎士の面接は、シーナが行うことになった。自ら名乗り出たのだが、それに異論を唱える者はいなかった。

『シーナ、百人の男、いや、中には女も混じっているかもしれないが、ともかく百人以上と握手させてやる』

　城の入り口近くに設けられた特設の受付会場で、ウラルは囁いた。

『何でそんなに触らないといけないの』

『ハッシュウィルの内偵者がいるかもしれないだろ』

『そうね……いるかもしれない』

　ウラルに言われて、シーナは緊張する。

　武術大会の上位入賞者は、逆に国王から招集された。招集されて断る者はいない。彼らはまたもや出世の機会と活躍の場が与えられて、喜んでやってきた。

　城下の森を切り開き、騎士達の仮住まい用のテントが張り巡らされた。中には自分のテントを持参する者もいる。

　レディ騎士のは真っ黒で、緋ひ色いろの馬の紋章がついているから、一目でわかった。ジュードも自分の家の紋章がついたテントを持ち込み、しかも従者まで連れてきていた。

「食事は、朝と夜の二回支給されます。日中は軍事訓練で、馬の世話はこちらで行います」

　何度も同じ説明をする。そして最後に、少し時間の長い握手をした。ほとんどの者が、出世してより高い爵位を手に入れてやると、希望に燃えている。

　そんな中に、あまりにも印象が強烈で、忘れられない顔があった。

「あなたは……騾ロ馬バの……」

　正確には、鍋の騎士と呼ぶべきかもしれない。鍋の騎士は、シーナを見て真っ赤になった。

「ラウル・メイデン。あの時は、感心いたしました。実は、俺様、騎士なんかじゃありません。ゴシュラムの外れにある、料理屋の息子です。騎士に憧あこがれていましたが、馬も持たないようでは無理ですよね」

　シーナは黙ってその手を握った。

　この若者は正直者だ。言っていることに、何も噓がないと伝わってくる。

「それではこうしよう。馬は国家より貸し与える。ただしその分、騎士達の食事の世話を手伝ってください。あなたの得意とする、ウサギの香草シチューや、向日葵油でこんがりと揚げた鶏肉は、ぜひ私も食べてみたい」

「……」

　鍋の騎士は、驚いたようにシーナを見て目を丸くしている。

「どうしました？」

「噂は本当だったんだね。俺様がまだ何にも言ってないのに、メイデン子爵は俺様の得意料理を言い当てた」

「あっ、その、前に言わなかったかな」

「言ってない。やはり魔力を持ってるんだ。みんな言ってるよ。メイデン子爵がいる限り、ゴシュラムの騎士団は、ハッシュウィルの無敗軍団に負けることはないだろうって」

「そうか。ありがとう」

　気をつけないといけないことが、これでまた増えたなと思いつつ、シーナは次の騎士を呼び寄せた。

　その騎士は、頭まですっぽりと覆う、分厚いマントを被っていた。そんな恰好をしていると、何か不審に思うはずだが、不思議とシーナは、その騎士がゆらっと近づいてきても、何の警戒心も持たなかった。

「できれば、マントのフードを外して、顔を見せていただけないか？」

　頼まれた騎士は、そっとフードを外して素顔を見せてくれた。

「……」

　見覚えのある、いや、忘れようにも忘れられない、懐かしいミトリの顔がそこにあった。

「ミトリ……アレンはどうしたの。元気？　生きてる？」

「シーナ様、まさかこんな形で、ゴシュラムにいらっしゃるとは思いませんでした。アレン様のお命は無事です」

　他の者に聞こえないように、ミトリは顔を寄せて小声で話す。

「会いたかった。ここではまずい、今夜、どこか別の場所で会おう」

「難しいです。すぐに戻らないと……」　　

「どうして。アレンは、ここに来てるの？　だったら、何をしてでも会いに行くから」

「……」

　ミトリは苦しそうな顔をした。それでシーナにも、アレンが無事といっても、必ずしもいい状態ではないのがわかった。

「アレンに何かあったのね」

「はい……谷底に落ちた時の、怪我がひどくて……頭を強く打ったせいなのか、何も話せないのです。記憶も失ってしまったようですし」

「忘れたの……何もかも、忘れてしまったというの」

「それだけじゃありません。あの凜々しいアレン様が、今はまるで子供のようになってしまって……」

　大きなため息を、ミトリは吐き出した。

　シーナはそっと手を伸ばして、ミトリの手を握った。するとシーナの頭の中に、ぼんやりと小鳥を眺めているアレンの様子が浮かび上がってきた。

「アレン……」

　ミトリに手を繫がれて、アレンは森の中を歩く。その顔にはもう凜々しさも雄々しさもなく、まるで天使のように無む垢くな表情をしていた。

「ウラルの残党は、苦労しながらゾエラ山の山中に集結しています。そんな中、ゴシュラムに金髪の魔力を持った騎士が現れたとの噂を聞きました。まさか、その騎士がシーナ様だったなんて、思いもよりませんでした」

　アレンそっくりのシーナを見て、ミトリはしきりに頭を振っている。

「お元気だった時の、アレン様を見ているようです。あの美しく気高いアレン様が、戻っていらしたようで」

「そうよ。私はアレンになったの。アレンが病に陥ったことを、何人が知っているの？」

「最後までお供した、私を含めて三人だけです」

「ならいい。いずれ私が、アレンとして名乗りを上げて、ウラルの騎士を率いて、国を取り戻すから」

「しかし、シーナ様。姫の身で……」

　その時、ゴート王が近づいてきたので、二人の会話は途絶えた。

「ここは騎士の募集をしているところだ。メイデン子爵、好みの男なのかもしれないが、あまりにも永く手を握っているのは、どういうわけだ？」

　ゴート王は、自分の気持ちを隠すということをあまりしない。本気でシーナがミトリの手を、ずっと握り続けていたのが気に入らないのだろう。

「疑わしい者ではありません。ハッシュウィルの惨状を伝えるためにやってきた、神官だということです。イベラ神官、ありがとうございました。いずれまた、何かお話をうかがうかもしれません。ウラルの再興には、いずれゴート王が力を貸してくださるでしょう。力を落とさず、がんばってください」

　長いマントのせいで、ミトリの服は見えない。神官と言われたら、そのようにも見える姿だった。

「ウラルの神官か。ゴシュラムはウラルとは信仰が違うが、やはり神を崇あがめる国だ。お気持ちはお察しする。だが、ここは騎士の募集をする場所。訴えたいことがあるなら、城に来て、私に直接訴えるように」

　ゴート王の言葉に、ミトリは慣れない仕草で、神官らしい挨拶をした。

　さっさと城に戻ってくれとシーナが願っても、どうやらゴート王は側を離れるつもりはないらしい。シーナの横に座り込んで、従者を呼んでいた。

「そろそろメイデン子爵が空腹になる頃だ。軽食と飲み物の準備をしろ」

「……お気遣い、感謝します」

「空腹になると、メイデン子爵は女のように力ない体になってしまうからな」

　その言葉に、ミトリは考え込むような顔をした。以前のシーナが、わりと小食だったことを思い出していたのだ。

「イベラ神官……病人のことは……何かと心配でしょう」

「ウラルには、病人が大量にいるのか」

　ミトリと話したいのに、ゴート王がどうしても会話に割り込む。シーナは思わず、ゴート王の手を握ってしまった。

　何で邪魔をするんだ。ミトリを疑っているのかと、その心を読んでしまいたかったのだ。

　そしてシーナは後悔した。

　ゴート王の心の中は、メイデン子爵を独占したい思いで溢れていたのだ。

　慌ててシーナは手を離した。

　好かれているのは嬉しい。けれどゴート王がシーナに抱く気持ちは、盟友以外の何ものでもないはずだ。子供みたいに、好きなものをただ独占したいと思っているだけなのだ。

　それでもゴート王の心の中に、今は自分が大きな存在になってしまったことで、シーナは嬉しかった。

「いろいろとありがとうございます。ウラルの病人のために、いずれまた、力をお貸しください」

　ミトリは事情を悟ったのか、その場を去っていく。

　その後ろ姿を見ていて、不覚にもシーナは泣きそうになった。
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　アレンの病やんだ姿が、心から消えない。シーナはその夜、宮廷内の庭に出て、一人空の月を見ていた。

　その傍らには、白豹となったウラルがいる。

『いいのか、女の姿のままで』

『ゆったりした服を着てるから、夜なら誰にもわからないわ』

　シーナはオズベルトに頼んで取り寄せてもらった、小さな竪琴を手にしていた。

　誰も聞く者などないと知りつつ、シーナは竪琴を弾いて一人歌った。英雄に恋するのはいいけれど、旅立つ英雄を見送ることになるのが女、そういった悲しい歌だ。

　こんな悲しい歌は嫌いだと、いつも思っていた。だが今は、悲しい歌しか歌えない気分だ。

『よせよ、シーナ。泣きたくなってくるだろ』

『獣の声で泣けば、誰にもわからないわよ』

　シーナは歌う。自分の悲しみを浄化するために、ひたすら歌い続ける。

　続けて神の歌を歌った。ある日、神は美しい若者に宿り、一人の乙おと女めと恋をする。二人の間に産まれた子供は英雄になったけれど、神はその子にも愛する女にも、永遠の命までは与えない。そんな悲しい歌だ。

『シーナ、やめてくれ。それは事実あったことなんだ。俺を悲しませて楽しむなんて、君はいつからそんなに意地が悪くなったんだ』

『ごめんなさい、ウラル。でも、あなたは好きな人と一緒にいられた時間が、いっぱいあったじゃない。あたしは人間だから、少しの時間しか生きられない。なのに好きな人は、みんな私から遠ざかってしまうの』

　たとえ病んでいても、アレンに会いたかった。アレンをこの腕に抱けば、今の辛い気持ちも収まるかもしれない。

　けれど人が変わってしまったアレンを見たら、今以上に辛い気持ちになるのだろうか。

　ウーッと白豹のウラルが唸った。

『誰か来る』

『こんな時間に、誰』

　シーナは腰に差した短剣を構える。

　だが暗闇の中、新月のわずかの月明かりにきらりと光ったものを見て、シーナの手は止まった。

「驚かせてしまってごめんなさい。あまりにも美しい歌声だったので、天使がいるのかと思いましたの」

　レディ・サナが、従者も連れずにそこに立っていた。光っていたのは、サナがいつも着けている髪飾りだ。まだ夕方に着た正装のドレスのままの姿で、サナは静かに佇たたずんでいる。

　そういえばこの中庭は、西の塔にも面している。もしかしたら外れのこの場所が、レディ・サナの部屋に近かったのかもしれない。

「失礼いたしました。ここなら誰にも声が届かないかと思ったのですが」

「素晴らしい歌声でした。どうして人前では、歌われないの？」

　シーナに近づいてきたサナは、眩しいものでも見るようにして、シーナの姿をじっと見つめている。

「お、男が、こんな高い声で歌うなんて、恥ずかしいことです」

「そんなことはありません。あなたは不思議な方ね。見ていてほれぼれするほどたくさん食べられる姿は、とても愉ゆ快かいだわ。なのに戦う姿は凜々しくて……その上、天使のような声で歌われるのね」

「……そんなことは……たいしたことではありません」

「少し、お話してもいいですか？」

「いえ、いけません。もう夜です。レディがこんな時間に、外で男と会うなんて、決してしてはいけないことです」

　厳しく躾けられたシーナは、年上のサナに向かって、つい説教じみた言い方をしてしまった。

「私がゴート王の許嫁だから、遠慮なさっているの？」

「……そうでなくても、レディは夜に一人で出歩いたりはしないものです」

「私はよくしますわ。だって、昼間は、城にいても息が詰まりそうなんですもの」

　サナは中庭のベンチに腰掛けて、長い髪をゆっくりとかき上げながら、空を見上げた。

「こちらに座りません？」

「いいえ、ご遠慮いたします」

　シーナが拒否すると、サナは悲しそうな顔をする。だが、国王の許嫁の横に平然と座るような愚か者は、国王の騎士とは呼べなかった。

「こ、こんな時でなかったら、急いで婚姻を結ぶべきです。ゴシュラムの平和は、私達騎士団が守りますから、いっそ簡素でもいいから、婚姻の儀式をなさったらいかがです」

　シーナはむきになって、つい早口で言ってしまった。

「あなた、妹さんはいらっしゃる？」

「いえ……」

「ではいたとしたら、妹と婚姻を結びます？」

「……」

「ゴート王は、私にとっては兄のような人です」

「それが婚姻を引き延ばしてきた理由ですか？」

　何でサナは、シーナに自分の心を打ち明けたりするのだろう。もし自分が姫としてサナに出会っていたら、いくらでも話を聞いてあげられるのにと、もどかしい気持ちでいっぱいだったが、こんな場面を誰かに見られたら誤解される。

　そのほうがシーナには心配だった。

「ゴート王は、そうは思っていらっしゃらないようですよ。ただレディ・サナが、笑ってくださらないから勇気を持てないそうです」

　またもやシーナは、自分を苦しめることになるのに、余計なことを口走っていた。

「兄妹のように育ったからといって、それでゴート王が魅力のない人物になりましたか？」

「そうね。彼は、素晴らしい王だと思います」

「そうでしょう。だったら、何も迷うことはありません。二人で幸せな家庭を築かれるべきです。それが王国の繁栄にも繫がるんですから」

「あなたは、王に忠実な騎士なのね」

「はい、そうです……」

　考えてみれば、サナがゴート王と過ごす時間よりも、シーナが一緒にいる時間のほうがはるかに長い。それをサナは非難しているのかと、ついシーナは考えすぎてしまった。

「ゴート王と話しても、今はあなたのことばかり王の口から聞きます。こんなに近くでお話するのは初めてなのに、私にもあなたが遠くの人だとは思えなくなってまいりましたわ」

「名誉に思います」

「とても楽しい方のようなのに……私には、あまり笑ってくださらないのね」

「同じようにゴート王も思っていらっしゃいますよ。もっと、王に笑いかけてあげてください」

　このままサナといることに、シーナは罪を感じていた。

　その時、ウラルがシーナの足元にすり寄ってきた。

『噂の王が来たぞ。こんなところを見られたら、まずいんじゃないか』

「失礼します」

　シーナは急いで、木こ陰かげに身を隠した。

　するとそれと入れ違いに、ゴート王がサナの姿を発見した。

「サナ、こんなところで何をしている」

「いつもの夜の散歩ですわ」

「あまりいい趣味とは言えないな。今はいろいろと危ない時だ。すぐに部屋に戻りなさい」

　ゴート王は、サナの手を引いてベンチから立たせると、そのまま城に向かって歩きだす。

「私の身を心配していらしたのではないでしょう？」

　サナはシーナに向けた優しい口調とは全く違う、冷たい口調で言った。

「どなたを捜しにいらしたの？」

「……サナ、それはないだろう。どうしていつも、そんないじけたような言い方をするんだ。女官が心配していたから、外にいるのかと思って来たのに」

「それはありがとう。ではゴート様、お礼に笑顔をさしあげますわ」

「嬉しいことだね。サナの笑顔は、何年も見ていないような気がする」

　二人のやりとりが、聞きたくなくても耳に入ってきた。

　シーナは木陰でその声を、ただじっと聞いていた。
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『余計なことをするからだ』

　ウラルも呆れただろう。本当はゴート王が好きなのに、シーナはわざと遠ざけよう、遠ざけようと無駄な足あ搔がきをしている。

　なのにいつまで経っても、完全に諦めることができないのだ。

『私はアレン。ウラルの正当な後継者……』

『シーナ』

『アレンは病気なんかじゃない。私が、アレンの魂を持ってしまったから、きっと心が空っぽになっただけ』

『しっかりしろ、シーナ。アレンのことは、いずれ時が来たら、様子を見に行って何とかするから。命があっただけ、神に感謝しなさいって、そうか、俺が神様だったな』

　いつもなら、そこでシーナも笑えただろう。

　だが笑えない。生きていただけでも嬉しいが、アレンの心はもうどこにもないのだ。どこかをまだ彷さま徨よっているのかもしれないが、それを取り戻す方法もわからない。

　そんな辛いことを知らされた後に、誰かに慰められたいと思っても、シーナに手を差し伸べてくれる者は誰もいない。

　ゴート王に、そんな慰めを求めてはいけない。

　彼の心は、レディ・サナのものなのだ。

『シーナ。王女として生まれた者の宿命だ。自分のことより、今は王国の再興を考えろ』

『わかってる。だから私は、アレンになる。もう二度と、迷わない。アレンとして生きてみせるから』

　決意をしたからといって、悲しみが減るはずもない。

　シーナは竪琴を手に、そっと中庭から出ていこうとした。

「ところで、ここにメイデン子爵が来なかったか？」

　ゴート王は、まるでそこにシーナが隠れていたことに気がついてでもいたかのように、木立を振り返ってサナに訊いた。

「ほら、ゴート様。本当に捜していらしたのは、あの方だっていうのが、これではっきりしましたわね」

　サナは笑顔を浮かべたが、月明かりだけでは、シーナのところからは見えないままだ。

「おや、笑ったな」

「はい……笑いましたわ」

　仲なか睦むつまじい二人の様子に、シーナは急いでその場を逃げだした。
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「民兵を小隊に分ける。その小隊を指揮する者が小隊長だ。小隊を三つ、これが一緒に活動する時は、中隊とする。中隊の責任を取る者は、中隊長」

　訓練の名目で集められた騎士達は、木陰に置かれた木の椅子に、それぞれ好きなように座っている。彼らを前にして、シーナはよく通る声で演説していた。

　これまでは、王を守る衛兵と、古くから仕える騎士、それに国境を守るわずかの兵しか持たなかった国が、シーナの指揮の下、にわかに体制を整えていく。けれど何もかもが順調にいくものでもない。

「民兵に教える必要があるのは、剣での戦い方だけではない。軍人としての誇りだ。剣を持って敵国に攻め入っても、そこで民から略奪したり、無駄な殺戮を繰り返すようなら、それは暴徒であって、軍人ではない」

　そこでシーナは一息つき、自分に注目している騎士達の顔を見まわした。

　集まった騎士に、今さら武術指導をする必要はない。彼らは幼少より、剣や馬の扱いには慣れている。

　もっとも必要なのは、個人で戦うことが当たり前の騎士に、民兵の指導者役を任せることだった。

　ウラルは張り切っている。そうなるとシーナの出番はない。まるで芝居を見ているように、シーナはウラルが指導する場面を傍観しているだけだ。

「メイデン子爵。それじゃあ、俺達がその小隊ってやつを持つってことなのか」

「そうだ。一人で戦うのとは違う。なぜ隊が必要か。無敗軍団の兵士は、一人一人がかなり強い。こちらは一人一人が、戦いの素人だ。そういった時に、もっともいい戦略は、まず大勢で取り囲んで、相手の戦力をより多く奪うことだ」

「そんなことしなくてもいい。素人なんて足手まといになるだけだ」

　かつてシーナに負けた大男が、不愉快そうに言った。

「何のために戦うか、もう一度考えてほしい。武術大会での勝利や、追いはぎをやっつけるのとはわけが違う。貴殿達の中に、いったい何人が真剣な殺し合いを経験した。騎士道にのっとり、負けた者には情けをかける。そんなものと戦は違うんだ。失敗すれば、一人だけではない。大勢が死ぬ羽目になる」

　その言葉に、真っ青になっている騎士達もいる。彼らの中には、武術大会でしか剣を使ったことのない者もいるのだ。

「ハッシュウィルが本気で戦を仕掛けてくると、メイデン子爵はお思いか？」

　レディ騎士が、感情の伴わない声でぼそっと聞いた。

「あるだろう。五年、いや、十年近くかけて、無敗軍団を育成したのは、近隣諸国、すべてを自分達の統治下に治めるつもりがあるからだ」

「だったら俺達が、逆にハッシュウィルを攻めればいい」

　ジュードの無責任な発言に、シーナは眉を上げた。

「国家とは何か、もう一度考えてほしい。一番の基幹は民だ。民の営いとなみがあるからこそ、王家が存在できる。ハッシュウィルにも、罪のない民が大勢いる。民は王を選べない。彼らには責任などないんだぞ」

「そうなると、ハッシュウィルの王家を潰せばいいってことか」

「今の王には、何の力もない。問題なのは、第一王子……ハイルだ」

　シーナの脳裏に、ハイルの冷たい瞳が蘇よみがえる。まるで蛇のような、心のない目をしていた。

「無敗軍団といえども、やはり何隊かに別れて行動している。総指揮官はハイルだろうが、ハイルが命じなくても、それぞれの小隊が小隊長の命令で……」

「メイデン子爵、貴殿、どこでそんな情報を手に入れた」

　またもやレディ騎士に訊かれて、ウラルであるシーナは返事に詰まった。

「我々は貴殿のことを、信用していいものなのか？　そんな素人の民兵を操るなどと、おかしな戦術を口にするが、騎士には優れた従者がいれば、それで充分に王のために戦える」

　思わぬ反撃にあって、シーナはどんっと目の前の木を殴りつけた。

「ハッシュウィルに内偵を入れている」

　それは噓だ。シーナが一つだけ気がついたことは、ウラルが夜になると、白豹に入って一人でどこかに行っているということだけだ。

『内偵って、自分でやってるんでしょう』

『そうさ。この獣は、かなり速く走れる。しかも夜になっても目が利きくからな。助かるよ』

「無敗軍団の一中隊は、ウラルに留まっている。二つの中隊が、ハッシュウィルに戻っているが、彼らがやっているのは、新しい武器の製造だ。何のために武器が必要か。次なる戦の準備だ」

　騎士達の間に、どよめきが起こる。

「狼狽うろたえるな。同じ武器を作るのは簡単だが、それはしたくない」

　ウラルは自分が人々に文明を与えたことで、人を殺すための道具が広まったと思っている。だが果たしてそうだろうか。きっと人は、神から授からなくても、いずれ人を殺すための道具を自ら作り出しただろう。

「ゴシュラムは、ハッシュウィルにもっとも隣接した国だ。ウラルをまず最初に攻めたのは、自分達の武器を試したかったのかもしれない」

「武器って、どんなものだ」

　ジュードに訊かれて、シーナは額に手を置いてしばらく迷った後に、ついにその恐ろしい武器について説明した。

「爆薬を、筒に詰めて撃ち込む。ウラルの城壁は、それで呆あつ気けなく崩れた。それだけじゃない。彼らは爆薬を大量に持っていて、火矢につけて撃ち込む。それを撃たれたら、馬も一撃だ」

　剣と矢、鑓やりに盾、そして馬、甲冑に兜。それだけで戦ってきた騎士達にとって、爆薬を自在に繰る敵は衝撃だった。

『火薬の製造方法は、誰にも教えなかった。自分で作って、大きな岩を取り除く時なんかに使っていた。魔法だと、当時の人間は思ったものさ。だが、そんな人間が火薬を作り出し、ついには大きな爆発力のある爆薬に変えた。シーナ、俺は、眠らないまま、人間が間違った方向に進まないよう、しっかり監視するべきだったかな』

　ウラルが嘆いている。

　シーナには慰めの言葉も見つからない。

「神が眠っている間、世界は争乱に巻き込まれる」

　シーナは天を仰あおいで呟いた。

「だが、もう神は目覚めた。争乱は、収めなければいけない」

「おい、メイデン子爵。どうしたんだよ」

「私には、時々、神が宿るんだ」

　騎士達は、こいつはどうやら頭がおかしいらしいと、疑いの目を向け始めた。

「すまない。少し、休憩しよう。腹が……減った」

　シーナの突然の変化に、騎士達の目はますます疑い深くなっていた。

『ウラル、しっかりして。毎晩、内偵になんて行ってるから、疲れちゃったの』

『ああ、少し、疲れた。昔は人を従わせるのなんて簡単だった。目の前でちょっと変わったことをすると、神の力だって信じてくれたのに……今の人間は利口になりすぎていて、自分の考えをしっかり持ってる。騙して従わせることもできない』

　よろよろとシーナは、オズベルトが控えている場所に近づいた。

　ウラルが考え事をすればするほど、シーナの体力も奪われていく。空腹をどうにかしないと、シーナはもうふらふらだった。

「子爵様。どうぞ」

　オズベルトはいそいそと、塩漬け肉をパンに挟んだものとチーズ、それにワインの瓶を取り出した。

「ワインなんて頼んだかな」

『ほっとけ。飲まないとやってられないんだ』

　ウラルは自じ棄きになっている。けれど一口のワインで気持ちが晴れるならと、シーナはまだ太陽も明るい時間なのに、ぐっとワインを空けた。

「おい、飲みすぎで頭がいかれたんじゃないのか」

　ジュードが心配そうに訊いてくる。

「王のお気に入りだってのはわかるが、内偵なんて使える身分なのかよ」

「神だからね。何でも使えるんだ」

「じゃあ、この水をワインに変えてくれ」

　ジュードは自分の革袋を示した。

　シーナはその革袋を受け取り、自分の瓶をジュードに渡した。

「ほら、換えてやっただろ」

「おい……みんな、貴殿を疑いだしてるぞ。どうするつもりだ」

「わかってる。だが爆薬を使う新しい武器を、必死に作っているのは事実なんだ」

「そうか。俺は貴殿を信じることにする。その代わりといったら何だが、夜にこっそりと数人で、ハッシュウィルに忍び込まないか」

「えっ…」

「貴殿の言っていることが事実なら、みんなを説得して、小隊でも何でも作ってやる。どうだ。間違っていないなら、できるだろ」

　それはあまりにも無謀だとは、シーナには言えない。そうすればウラルの望むように、みんなが従ってくれるかもしれないのだ。

「満月では明るすぎる。新月では暗すぎる。半月の夜になったら、決行しよう」

「……足手まといになるような者は、連れていかない。いいな」

「ああ、いいだろう」

　一口飲むと、ジュードはシーナにワインの瓶を返した。

『ウラル、これでいい？　いいのよね』

『賢くなっちまった人間なんて、俺は嫌いだ』

　ぶつぶつと言いながら、ウラルはワインによって元気を取り戻す。元気になった途端、ウラルはとんでもないことを思いついていた。

『ついでに爆薬を、すべて爆発させてくるか』

　どうやるかなんてことは、シーナにはわからない。ウラルの頭の中で、勝手に爆発の場面が浮かんでは消えていった。
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　新月が少しずつ膨らみ、三日月より少し大きくなった頃、城内を揺るがす大騒動が起こった。

「申し上げます、国王陛下。ただいま国境の警備兵より、伝令がまいりました」

　ゴート王はシーナに、爆薬を使った武器の構造について説明を受けているところだった。

　そこに国境からの伝令だ。緊張感に包まれる中、馬を走らせてきたのか、疲れ切った表情の若者が謁見を許されてやってきた。

「何があった」

　ハッシュウィルの無敗軍団が、ついに国境を越えて襲ってきたのかと思ったのだ。けれど伝令の言葉は違っていた。

「ハッシュウィルの第一王子、ハイル様からの伝言です。本日、王に謁見を願うと。他意のないことを示すために、供はただ一人、第二王子のラスタ様だけということです」

「謁見？　何の用だ」

「用向きは、直接、お話ししたいということですが、ただいま国境にて、国王陛下のお返事を待っております」

「……では、謁見を許すと伝えてくれ」

「かしこまりました」

　若者は、そのまま急いでまた国境に戻る。その返事を受けて、ハイルが到着するまでまだしばらく時間があった。

　ハイルにこの姿を見られたら、自分が誰かすぐに見抜かれてしまう。

　シーナの手は、緊張のあまり小さく震えた。

「何の用だと思う、ラウル」

　これはどうすればいい、ラウル。貴殿はどう思う、ラウル。いつもそうして訊いてくるように、ゴート王はシーナの意見を求めた。

「国境の警備を強化しているのを見て、ハッシュウィルには悪意がないとでも伝えるつもりでしょう。ですが、ウラルを急襲し、征服したのは事実です」

「和平会談というものでもない。まだ紛争も起こっていないからな」

　ゴート王が考え込んでいる隙に、シーナは説明するために広げていた図面を、すべて折りたたんだ。その間に思ったことを、シーナは思い切って口にしてみた。

「ゴート様、お願いがあります」

「何だ」

「ハイル王子がいらしている時、私ではなく別の者を警護におつけください」

「……ラウルは私の第一騎士だ。片時も側を離れてはならぬ」

「一度だけ、わがままをお許し願えますか」

「きちんと理由を説明したら許す」

　自分はウラルの王子だと、ここで言ってしまえばいい。何度も機会があったのに、そのたびにごまかしてきた。今がその時だと思いながら、シーナは言い淀む。

「説明できないか。秘密の多い男だな。よかろう。今回は特別に許すが、王の警護が騎士の務めだ。見えぬ場所から私を警護するように」

「ありがとうございます」

　シーナは命じられたとおりに、謁見の間に用意された隠し扉の内側に隠れることにした。

　城内は騒然となっている。ハッシュウィルの第一王子が、何の用で出向くのか。いよいよ戦争が始まると、みんな震え上がっているのだ。

　黒っぽい服に着替えた。そして髪にも布を巻いて、万が一ハイルに発見された時に備えたシーナは、剣を手にして隠し扉の内側に閉じこもった。

　第一騎士の役目は、もっとも古くからいるローゼン卿に代役を頼んだ。なぜなら、彼は高齢のため耳が聞こえづらくなっているからだ。

　思ったよりも早く、ハイルはゴシュラムの城に到着した。衛兵に見守られながら、靴音も高く謁見の間にやってくる。

　ゴート王は他国の王族を出迎える時の正装で、玉座にじっと座っていた。

「ハッシュウィル王国、第一王子、ハイル・ボーガン様もおよび、ラスタ・ボーガン様」

　侍従が高らかに、来訪者の名を呼び上げる。

　最初に約束したとおり、ハイルは弟のラスタだけを連れてやってきた。隠し扉の内側にいても、ラスタが来たことはすぐにわかる。なぜなら獣の匂いがするからだ。

「ゴート王におかれましては……」

「儀礼的な挨拶は結構だ。それよりこんな火急な来訪の理由を知りたい」

　ハイルのほうが年上だったが、ゴート王は王という立場から、威厳を持って王らしくハイルに接した。

　それでもハイルの声には、どこかゴート王を軽んじている気配がある。

「では、早速に申し上げます。この宮殿にいる、金色の髪の騎士。その身柄をちょうだいいたしたくまいりました」

「金色の髪の騎士？　そのような者なら大勢いるが？」

「最近、この城内に入った者です。確か、ラウル・メイデンとか名乗っていると思いますが」

「……その者がどうかしたのか……」

　ハイルはそこで、シーナが隠れているのを見抜いているかのように、謁見の間を見まわした。

「身分を知っていて、お隠しになっているのなら、我が国としても微妙な立場をとらざるを得ません」

「ハイル王子。失礼だが、そんな脅しをかけられる意味がわからない」

「では、はっきりと申し上げましょう。ウラルの第一王子、アレン・イザベヤーニ。彼を引き渡していただきたい」

　ゴート王は、ハイルの言葉に声を上げて笑った。

「それはおかしい。確かに武術大会で騎士を雇い入れたが、そんな高貴な身分の者ではない。王子だったら名乗るだろう。従者のような真似はできないはずだ」

「アレン王子が、この城の中で従者の真似事をしようが、男娼のふりをしようが、私には興味ない。それよりアレン王子は、ウラルの王族の貴重な生き残りですのでね。私は、ウラルを自国の統治下に置くために、彼との交渉を開始したいのです」

　そんなことは噓だ。ハイルはアレンが生きていたら、その下にウラルの残党が集結し、新たに反旗を翻すのを警戒しているだけだ。

　引き渡されたら、アレンを即座に殺すつもりでいるのだ。

　シーナはきりきりと唇を嚙んで、叫びだしたい思いに耐えた。

「交渉、それもおかしい。交渉するのならアレン王子の身柄は、安全な第三国に預けられるべきだ。忌憚ない意見を言わせていただくなら、ハッシュウィルがウラルに攻め込んだ経緯は、決して許されるものではないと思うが」

「攻め込んだのには、正当な理由があります。ウラルの王族は、我々を侮辱しましたのでね。騎士道を学ばれたなら、よくおわかりのはずです。恥を与えられたら、それに対して報復することは、決して騎士道に外れていない」

「侮辱？　あの穏やかな国の王族が？　ありえないな」

「穏やかなものですか。裏ではとんでもない、乱れた生活をしていますよ。あの双子は、兄妹で愛し合っていた。そして我々の求愛を、それを理由に見事に断ったのです」

「……」

「神も許さぬ国とは、まさにウラルのことですな。同じ時に、同じ母から生まれた双子の兄妹が、裏では婚姻関係にあったのですから」

　許せない。あんな噓を平然とつくなんてと、シーナはゆっくりと剣を引き抜いた。

　今なら、ハイルとラスタしかいない。二人を同時に倒せなくてもいい。侮辱されてそのままではいられない。

『シーナ、落ち着け。ゴート王の立場も考えろ。彼は自国が危機にさらされながらも、シーナを守ろうとしているんだぞ』

『だって……アレンと私が、そんな』

　シーナの目から、大粒の涙がこぼれ落ちた。

「ラスタは正式に姫君に婚姻を申し出たのです。私は、アレン王子と友愛関係になりたいと申し出ました。ハッシュウィルでは、男が男に求愛することも、多々あることですから。それを断る理由に、私達の眼前で、あの双子は淫らな行為をしてみせたのです」

「あり得ない。そんな馬鹿なことが、あってたまるかっ」

　今度はゴート王が、本気で怒りだしてしまった。

「聡明な王であるあなたも、アレン王子に騙されているのですよ。彼は魔物です。人の心を巧みに盗む。私も盗まれかけました」

「そんな理由で、ウラルに攻め込んだのか」

「立派な理由です。誰かがあの国を正しく統治しないと、いずれはあの双子の間にできた呪われた子供が、国を継ぐことになりますから」

　シーナは激しく首を振る。もう涙も枯かれてしまった。今はもう憎しみしかシーナには残されていなかった。

「お引き取り願おう。この城にいるのは、アレン王子ではない。ラウル・メイデン子爵という、一風変わった騎士だけだ」

　ゴート王ははっきりと言いきった。

「お隠しにならないほうがいい。国境の警備を強化なさっておいでのようだが、あなたがここでアレン王子を引き渡せば、警備の必要もなくなります。ゴシュラムには決して攻め入らぬと約束しましょう」

「断る。恋した相手に振られた腹いせに、大勢の人達を犠牲にするなど、王族としてあるまじき行為だ。ウラルの王族が、貴殿らに嫁とつがなかったことこそ幸福というものだ」

　ゴート王の言葉に、ラスタが剣を抜きかけた。すると老いたとはいえ、国王の第一騎士となったローゼン卿は、剣を引き抜いてゴート王の前に立ちはだかった。

「ここは謁見の間。剣を抜くということは、戦を仕掛けると同じ意味になりますぞ。ハッシュウィルの使者殿。剣を収められよ」

　嗄かれた声で言われたが、ラスタは剣をさらに抜こうとしていた。それをハイルはやんわりと押さえた。

「ラスタ、よせ。ゴート王は、ゴシュラムの命運を懸けてでも、アレン王子を守りたいらしい。あの美しい、金色の髪の悪魔に、すっかり骨抜きにされたようだ」

　ふふっとハイルは笑った。

　そこには深い意味がある。

　これはまさに、ゴート王を追い込む罠なのだ。

　ゴート王は見事に罠にはまった。

　持ち前の正義感から、アレン王子を守ったことで、ハッシュウィルの参戦を受けることになってしまったのだ。

「アレン王子、そこに隠れているなら聞くがいい。ゴシュラムを危険にさらしたくなくば、ただちに姫を同伴して、ハッシュウィルに下れ。そうすれば、ゴシュラムには攻め込まないと約束しよう」

「……」

　シーナは隠し扉から飛び出そうとしたが、体が動かなかった。

　ウラルが行かせてくれなかったのだ。

「それでは、これにて失礼する。黒髪の美しき王。あなたの国が、末永く栄えられることを、祈っております」

　はははと高笑いして、ハイルは去っていく。
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　ゴート王はその姿が見えなくなっても玉座に座っていたが、ついに席を立って、隠し扉に近づいてきた。

「ラウル……いや、アレン王子なのか」

　シーナは扉を開き、泣いた跡の残る顔のままでゴート王の前に立った。

「いいえ、私は、ラウル・フォー・メイデン……です。そのような身分の者ではありません」

「……無理をしなくていい。秘密は決して明かさない。私を頼ってきたのだろう？　なぜ、正直に打ち明けなかったんだ」

「私は……アレン王子では……ありません……私は……」

　ウラルの第一王女。

　その言葉を吞み込んだシーナの体を、ゴート王は優しく抱きしめていた。

「わかった。もうそれ以上、何も言わなくていい。不安になることはない。何があっても、このゴシュラムにいる限り、私がラウルを守るから」

「いいえ、王を守るのが、私の務めです」

「ではお互いに、互いの身を守り合おう。ハッシュウィルの好きにはさせない。あんな口実は、見え透いた噓だ。彼らは欲に取り憑かれている。肥沃な領土を手に入れて、今以上の富が欲しいだけだ」

「ゴート様は、彼らの言葉を信じないのですか？」

「当たり前だ。どんなに仲が良くても、実の兄妹がそんなことをするとは思えない。血が繫がっていなくても、私はサナを妹としか思えないせいで抱けないくらいだ。ひどいことを言う。あれこそウラルの王族に対する冒ぼう瀆とくだろう」

　シーナはぎゅっと目を瞑つぶって、思わずゴート王に抱きついてしまった。

　父の胸に抱かれたような安らぎがあった。

　兄のアレンに抱かれたような悦びがあった。

　そして、これまで一度も知らなかった、激しい胸の高鳴りがあった。

「ハイル王子が、金色の髪の天使に恋していたのは、噓ではないと思う。私も何度か、ハッシュウィルの悪あく癖へきを真似たいと思ったものだ」

　ゴート王はシーナの体を引き離すと、照れたように笑って言った。

「ラウル、貴殿がレディだったら、迷わず私はサナとの婚約を破棄して、求婚していただろう。だがどんなに美しくても、ラウルは男だ。聡明で、勇敢で、大食いで、大酒飲みで、しかも天使の美声を持っているということだが」

「あ、いえ……」

「サナは……ラウルに恋しているらしい」

「えっ……」

　突然そんな話がゴート王の口から出てきて、シーナは真っ青になった。

「誤解です、ゴート様。私は、レディ・サナに対して、おかしな真似はしておりません」

「わかっている。サナが勝手に恋したんだ。だがその気持ちもわかる。誰でもラウルを見れば、恋こい慕したう。ラウル・メイデン子爵……貴殿、本当は魔法使いなのだろう」

「いいえ……私は……」

　神であり、姫であり、そして王子なのだ。　

「魔法使いではありません」

　遠い空の果てから来た神がいなかったら、とうにシーナは死んでいたかもしれない。

　本当に魔法が使えるなら、こんな苦労をすることなく、時間を巻き戻して、あの幸せだった日々を取り戻していただろう。








◆◆◆






　ゴシュラムの城から、はるか遠く離れたゾエラ山の裾すそ野のに、小さな山小屋があった。そこに重たそうなマントに身を包んだミトリが近づいていく。ミトリは馬を降りると、辺りを警戒しながら、山小屋の裏手に馬を繫ぎ、そっと長身の体を中に忍び込ませた。

「あーっ」

　低い声がしたかと思うと、金色の髪をした美しい若者が抱きついてくる。

「アレン様、ご無事でしたか」

「あ……ああ……」

　まるで二歳の幼児のように、アレンはミトリに甘えた。

「シーナ様はご無事でした。けれどどんな魔法を使ったんでしょう。どう見ても、あのお姿はアレン様のようでした」

　あれがアレンなら、ここにいるのはアレンの抜ぬけ殻がらだろうかと、ミトリは悲しい気持ちで、美しい王子の退行した姿を見つめた。

「おう、ミトリ、戻ったか」

　山小屋の奥から、ここまでアレンを助けてついてきた、二人の臣下が出てくる。

「ミトリがいない間、大変だったんじゃぞ。アレン様が、赤子のように泣きわめいて」

「すいません。ですが、シーナ様が無事なお姿だけ、確認できてほっとしました」

「何、姫君がご無事だったと」

「はい。ですが、男のなりをして、ラウル・メイデン子爵と名乗っていました」

「そうか……姫君はあれで潔いさぎよいお方じゃ。きっとアレン様が亡くなったと思って、自らアレン様の代役をなさるおつもりなのだろう」

　そんなことはミトリにもわかる。

　けれどミトリが不安に思うのは、そうなった時に、シーナまでも敵に討たれてしまう可能性が大きくなることだった。

「ゴート王には許嫁がいるのか。もしゴート王がシーナ様と婚姻を結んでくれたら、ウラルの王族の血筋だけでも残せるのに」

　いや、それではシーナがあまりにも可哀相だ。恋すら自由にならず。王族としての役目に追われて一生を終えることになる。

　ミトリにとっては、シーナも大切な兄妹だ。これ以上、不幸な目に遭わせたくない。

「あ、ああ、あっ」

　アレンはミトリに抱きつき、その頰に触れる。他の臣下にも決して触らせないその体を、ミトリにだけは安心して委ゆだねた。

「だいじょうぶですよ、アレン様。いつかきっと、ウラルに帰れます。そうしたら、元に戻ることもできるでしょうから」

　しかしアレンの額には、大きな傷跡が残っていた。金色の髪で隠しているが、その醜い傷跡は生涯消えることはないだろう。

　そしてアレンの魂は、思うようにならないことで、心の奥深くでもがき苦しんでいるに違いない。

「アレン様。ご神体は無事だったでしょうか。ウラルの神は……まだ眠ったままなのでしょうか。神が本当にいるのなら……奇跡を起こしてほしいけれど……」

　アレンにはミトリの言葉すらわからない。天使のような笑顔で、ミトリに抱きついたまま、アレンはいつかうとうととし始める。

　その姿は、天使というより、眠っている神のようにも見えた。








◆◆◆






　夜に紛れて、白豹は走る。木の影に巧みに隠れて、白豹は二頭の馬を追っていた。

「ラスタ、獣の匂いがするな」

　ハイルは、自分を追ってきたものの正体に気がついて、馬の足を遅くさせた。

「ハイル。おかしな獣がいるぞ。狩りたいんだが」

「夜になったら、獣のほうが有利だ。捨て置け」

「もったいない。あの毛皮は綺麗だぞ」

「……」

　ラスタは惜しそうにしているが、ハイルの命令とあっては逆らえない。ハイルはじっと気を集中して、獣の動きを見つめた。

「何かを感じる」

　その時、白豹の姿になっていたウラルも、同じように何かを感じていた。

『こいつはまずいな。あの男、普通とは違う気を持っている』

　人間はこれだから嫌いだと、ウラルはまたもや思った。

　ウラルの想像を超えて、勝手に進化していく。ハイルは明らかに、他の人間にはない特殊な力を身につけていた。

「どうもおかしい。アレンは谷底に落ちたはずだ。生き残ったとしたら姫のはずなのに、ラウル・メイデン子爵は男だということだしな」

　白豹に向かって、ハイルは言った。

「ウラル神は、その昔、神官の身に取り憑いたという。もしかして、あれは神か？　死んだアレンに乗り移ったんだろうか」

『いや、実に鋭い読みだな。何だか何世紀かぶりで、本物の好敵手に出会った気がするな、ハイル・ボーガン』

　もちろんウラルの思いは、ハイルには届かない。けれど不思議な沈黙の時間が、一人と一匹の間に流れていた。

『神が眠っていた間に、世界は争乱に巻き込まれる。だが、目覚めたんだ。もうお前達の好きにはさせない』

　ウラルはひらりと身を翻して、森の中に姿を隠した。

「……あれは……そうか。神なんてものがいるのか」

　ふふふとハイルは無気味に笑う。

「非力な神だな。私こそが神だ。そうだろう、ラスタ」

　ラスタは何も答えない。ハイルに逆らったものは、地獄に堕ちる。そう知っているから、下手な言葉は使えなかったのだ。





つづく　










　あとがき




　新創刊、おめでとうございます。

　そしてまず最初から謝ってしまいます。ごめんなさい。話は続いてしまいます。もしかしたら、ずっと……いやいや、それはないと思うけれど。

　私の仕事としては、珍しくＨなしのファンタジーです。実はこういうお仕事、ずっと憧れていながら、なかなかいただけなかったもので、すごく嬉しかったのですけれど、どうしても一冊にまとめあげることができませんでした。

　まぁ、出てくるキャラも多いですしね。

　みんな、自分の登場シーンの奪い合い状態ですよ。

　主役を押しのけて、出たがる、出たがる。

　で、私の一番のお気に入りは、神様。

　どこの星からー来たのかなー。

　何にでも入れるなんて、いいですね。私、神様だったら、ジョニー・デップにおじゃましたいですぅ。

　え、それは無理ですって。神様というより、悪魔の所業をしてしまいそうだから。







　イラストお願いいたしました、佐さ倉くら汐しお先生。大変なスケジュールで、ご迷惑おかけいたしました。次回は優等生で頑張りますので、どうか平にお許しくださいませ。

　そして担当様。

　ご迷惑おかけしましたとしか、今はもう言えません。




　そして読者様。

　いつもの方も、初めての方も、ありそうでない世界に心を遊ばせていただけたなら、作者としてこれ以上の悦びはありません。

　それでは、また次回に。
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誕生日は６月９日、双子座でＡ型。

東京都出身、千葉県在住。

最近のマイブームはお握り。

王道のシャケ、たらこに梅干から、洋風にアレンジしたものもいろいろと楽しんでいます。

お気に入りは、ミートボール入りの、カレーピラフお握り。

スイーツ大好きだけど、さすがに生クリームや、チョコ入りにはチャレンジしてません。
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Shio Sakura




７月３日の蟹座Ａ型、大阪府出身。

この夏地元大阪に戻り、たこ焼き三昧な日々を送っています。

時代・国・職種を問わずの「制服」好き。

最近は戦国武将の鎧兜のシルエットにときめいています。
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